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　世界的照明デザイナー・石井幹子氏
プロデュースによる「上田城千本桜ラ
イトアップ」。夜空に幻想的に浮かび
上がる上田城と桜の景色は日本夜景遺
産に認定されました。豪

ごう

華
か

絢
けん

爛
らん

な昼間
の桜と、幻想的な雰囲気の夜の桜の対
比をお楽しみください。夜10時まで
点灯しています。
期　間 　４月８日㈬～19日㈰
 日没（18：30頃）～22：00
　　　　　※ 開花状況によって変更す

る場合があります。
場　所 　上田城跡公園（堀周辺、け

やき並木遊歩道、西櫓
やぐら

、櫓
門）

櫓門へ導く灯
ともしび

火の景
え

　LED灯火ライトで二の丸橋、東虎
こ

口
ぐち

櫓門を、幻想的で美しい灯火の景で
演出し、千本桜まつりに彩りを添えま
す。
日　時 　４月10日㈮・11日㈯・
 　　17日㈮・18日㈯
　　　　　日没（18：30頃）
 　～21：30（予定）
場　所 　二の丸橋、東虎口櫓門

上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
２
０
１
５

４
月
8
日
㈬
〜
19
日
㈰

真
田
氏
の
居
城
・
上
田
城
跡
に
咲
き
乱
れ
る
千
本
も
の
桜
は
ま
さ
に
圧
巻
で
す
。

夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
幻
想
的
な
夜
桜
が
楽
し
め
ま
す
。

上
田
城
跡
公
園
で
開
催
さ
れ
る
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
と
、

春
の
訪
れ
の
喜
び
を
存
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

信州上田おもてなし武将隊
「真田幸村と十勇士」
　真田幸村と十勇士が皆さんをお出迎
えします。一緒に記念撮影もできます。
日　時 　４月８日㈬～19日㈰
 10：30～15：30（予定）
場　所 　東虎口櫓門前

　  観光課　TEL23・5408

石井幹
もと

子
こ

氏プロデュース千本桜ライトアップ

「真田幸村と十勇士」ステージパフォーマンス
日　時 　４月12日㈰10：00～12：00（予定）
場　所 　上田城跡公園芝生広場特設ステージ
内　容 　信州上田おもてなし武将隊によるステージパフォーマンス
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上田城甲
かっ

冑
ちゅう

隊
信州上田子ども十勇士隊甲冑試着体験
日　時 　４月11日㈯・12日㈰・

　　18日㈯・19日㈰
 10：00～15：00
 （予定）
場　所 　東虎口櫓門前
内　容 　甲冑の試着体験で戦国時代へタイムスリップ！

姉妹都市物産展
日　時 　４月11日㈯・12日㈰10：00～17：00
場　所 　旧市民会館駐車場
内　容 　上田市にゆかりのある上越市、沼津市、アメリカ

合衆国コロラド州ブルームフィールド市郡の特産
品を販売します。

ステージイベント「遊芸の宴」
日　時 　４月11日㈯
　　　　　10：30～17：30
場　所 　 上田城跡公園芝生広場

特設ステージ
内　容 　 市民文化団体などが華

やかな演奏や舞台を披
露し、まつりを盛り上
げます。

「第11回桜コンサート」
市内中学校吹奏楽部演奏会
日　時 　４月18日㈯
　　　　　9：00～11：30
場　所 　上田城跡公園芝生広場
内　容 　市内中学校吹奏楽部に

よるコンサート
 （雨天中止）

まつりフィナーレ上田城太鼓まつり
 〈ジュニア編〉
日　時 　４月19日㈰9：00～16：00（予定）

場　所 　 上田城跡公園芝生広場
特設ステージ

内　容 　 市内の和太鼓団体の
ジュニア打ち手による
迫力の太鼓演奏を披露
します。

元祖シャッターマン
期　間 　４月８日㈬～19日㈰

10：00～15：00（予定）
場　所 　上田城跡公園
内　容 　写真撮影のボランティアが旅の思い出の記念撮影

をお手伝い

観光物産展
期　間 　 ４月８日㈬～19日㈰、

10：00～17：00（予定）
※開花宣言後は～20：00まで（予定）

場　所 　 旧市民会館駐車場、上田城跡公園管理事務所前
内　容 　 上田地域の名産品・特産品を調理・販売します。

ふるまい十勇士鍋
期　間 　４月８日㈬～19日㈰
 10：00～17：00
場　所 　上田城跡公園管理事務

所前
内　容 　信州味噌を使用したふ

るまい鍋（無料）

臨時観光案内所
期　間 　 ４月８日㈬～19日㈰10：00～17：00

場　所 　旧市民会館駐車場
内　容 　上田観光ボランティア
ガイドの会やEGG（English Guide 
Group）会員が観光スポットを案
内します。

観光会館おもてなしコーナー
期　間 　４月８日㈬～19日㈰9：00～20：00
場　所 　観光会館
内　容 　無料休憩所でそば茶を

お召し上がりいただけ
ます。授乳やおむつ替
えもできます。

観光会館売店サテライトショップ
期　間 　 ４月８日㈬～19日㈰

10：00～17：00
場　所 　 上田城跡公園管理事務

所前
内　容 　 信州上田の名産名品の

土産品などを取り揃え
ています。

千本桜まつりスイーツフェア
期　間 　 ４月４日㈯～５月６日㈬9：30～18：00
 ※上田城千本桜まつり期間中は20：00まで
場　所 　観光会館売店
内　容 　 この時期限定の市内店舗のオリジナルスイーツが

大集合！

上田城千本桜まつり2015
イベントスケジュール
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上田城千本桜俳句会
　上田城が桜で美しく彩られるこの時期にあわせ、俳句会を
行います。お気軽にご参加ください。
投句期間 　４月８日㈬～19日㈰
テーマ 　「城」、「桜」、「（上田）紬」
投句料 　無料（一人二句まで）
選　者 　島

しま
田
だ
洋
よう
子
こ
氏

 田
た
中
なか
純
じゅん
子
こ
氏

 八
はっ
田
た
充
みつ
紘
ひろ
氏

 （50音順）
投句方法 　投句用紙、またはハガ

キ、封書に記入し、投
句箱へ投函するか、郵
送で下記へ（インター
ネットの投句も可。投
句箱に専用QRコードあ
り）。投句用紙は市内公
共施設、投句箱は上田城跡公園櫓門前と加

か
舎
や
白
しら
雄
お
句

碑前に設置。
　  文化振興課　TEL23・6361　〒386-0025　天神１-８-１

2015さくら吟行会
　今年も「人恋し」の加舎白雄の句にちなみ、さくら吟行会を
開催します。どなたでも自由に参加いただけます。
日　時 　４月12日㈰13：20～（受付10：30～）
場　所 　サントミューゼ［多目的ルーム］
投句料 　当日句・三句一組1,000円
賞 　さくら吟行会賞、選者特選賞ほか
　俳人加舎白雄顕彰保存会事務局（海野）　TEL36・4017
　　（  文化振興課）

信州上田観光ガイド養成講座
　信州上田にお越しいただいたお客様を、おもてなしの
心でご案内する観光ガイドを養成する講座の受講生を募
集します。
日　時 　第１回／５月14日㈭14：00～16：00（予定）
　　　　　第２回／５月18日㈪14：00～16：00（予定）
　　　　　第３回／５月27日㈬10：00～16：00（予定）
定　員 　25名（申込多数時は抽選）
対　象 　 全ての講座を受講することができ、受講後は

観光ガイドとして「上田観光ボランティアガ
イドの会」に所属し、観光案内に積極的に携
わることができる方

受講料 　600円
申し込み 　 ４月30日㈭までに、所定の申込用紙に記入

の上、FAX・郵送などで下記へ。
　  観光課　TEL23・5408　FAX23・7355
　　〒386-8601（住所不要）

シャッターマン大募集！
　シャッターマンは、観光客の皆さんの記念写真を撮る
観光ボランティアです。
　「二人で旅行してもなかなか２ショットの写真が撮れ
なかったので、助かりました」など、観光客等に大変喜
んでいただいています。
　観光シーズンの到来に伴い、新規メンバーを募集しま
す。あなたもおもてなしに参加してみませんか？
募集期間 　 随時
活動日 　 イベントのある日、可能な日に自由に活動い

ただきます。
活動場所 　市内の観光名所（可能な場所で結構です）
対　象 　どなたでも
申し込み 　 電話で下記へ。
　  観光課　TEL23・5408

ヤマザクラ
（芝生広場）

オオシマザクラ
（やすらぎ広場） シダレザクラ

（櫓門周辺）
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上田城千本桜まつり駐車場案内

上田城跡公園内の桜の見どころ

上田市共通駐車券契約駐車場（有料）
　まつり会場臨時観光案内所で100円サービス券を配布しま
すので、駐車券をお持ちください。
期　間 　４月８日㈬～19日㈰10：00～17：00

名　　　　称 利用可能時間 台数
上田パーキング 24時間 68台
中央第１パーキング 24時間 86台
下道駐車場 24時間 24台
かんの駐車場 8：00～24：00 18台
大手町モータープール 24時間 43台
上田商工会議所駐車場 24時間 64台
関口駐車場 24時間 10台
海野町ハッピーパーキング 24時間 28台
海野町パーク駐車場 24時間 165台
中央第２パーキング 24時間 25台
森田駐車場 24時間 16台
富士駐車場 24時間 32台
金井駐車場（鷹匠町） 8：00～20：00 22台
市営上田駅お城口第２駐車場 24時間 240台
市営上田駅お城口駐車場 24時間 261台
市営上田駅温泉口駐車場 24時間 49台
駅南口金井駐車場 24時間 35台
※ 営業時間と共通駐車券使用可能時間が異なる駐車場があり
ますので、ご注意ください。

※料金等詳細は各駐車場でご確認ください。

無料臨時駐車場
期　間 　４月８日㈭～19日㈰

【全日】
名　　　　称 利用可能時間 台数

上田城跡駐車場（ あり） 24時間 56台
上田市観光会館（ 専用） 9：00～22：00 5台
（旧）青少年ホーム 9：00～22：00 40台
上田地域高等職業訓練センター 9：00～22：00 73台
【土日のみ】

名　　　　称 利用可能時間 台数
JA信州うえだ 9：00～22：00 90台
上田市役所本庁舎 9：00～22：00 83台
上田市役所東庁舎 9：00～22：00 22台
キャリア・アップ交流プラザ 9：00～22：00 41台
ハローワーク上田 9：00～22：00 67台
アート金属工業 9：00～17：00 60台
上田 道と川の駅 9：00～22：00 172台
※旧市民会館駐車場はイベント会場のため使用できません。

シャトルバスを運行します
　まつり期間中の土日に限り、無料のシャトルバスを運行し
ます。
区　間 　上田 道と川の駅 ⇔ 上田城跡駐車場
期　間 　４月11日㈯・12日㈰・18日㈯・19日㈰
時　間 　10：00～17：00（随時運行）

ヨウコウザクラ
（招魂社）

ロトウザクラ
（博物館北）

フゲンソウ
（憩いの広場）

ウコンザクラ
（博物館南）

ヤエザクラ
（陸上競技場東）
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◇
地
方
創
生
の
取
組

　

急
速
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

へ
の
対
応
は
、
将
来
へ
の
持
続
的
な

発
展
に
向
け
、
最
も
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
方
創
生
の
取
組
を
積

極
的
に
活
用
す
る
た
め
、「
上
田
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

策
定
推
進
本
部
」を
設
置
し
、
上
田

市
版「
総
合
戦
略
」及
び「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」の
策
定
作
業
を
進
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
新
年
度
の
早
い
段
階
に
は

産
業
界
、
大
学
、
金
融
機
関
、
労
働

関
係
機
関
等
を
含
め
た
推
進
協
議
会

を
設
置
し
、
早
期
の
策
定
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

◇
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」の

　

放
送
に
向
け
て

　

上
田
を
訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
の

皆
様
を「
ま
ご
こ
ろ
」を
持
っ
て
お
迎

え
す
る
た
め
、
上
田
城
跡
周
辺
及
び

真
田
地
域
に
お
け
る
関
連
施
設
の
駐

車
場
、
観
光
ト
イ
レ
、
案
内
看
板
の

整
備
に
併
せ
、
上
田
城
跡
公
園
内
の

旧
市
民
会
館
に「
大
河
ド
ラ
マ
館
」の

整
備
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
を

進
め
、
観
光
客
の
皆
様
を「
お
も
て
な

し
の
心
」で
お
迎
え
す
る
よ
う
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◇
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」放

送
へ
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

市
民
と
劇
団
の
俳
優
の
方
々
と
の

共
演
に
よ
る
演
劇「
真
田
風
雲
録
」や

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
の
ほ
か
、
市
立

美
術
館
で
は「
戦
国
無
双
の
刀
剣
展
」

を
開
催
す
る
な
ど
、
新
た
な
上
田
市

の
文
化
芸
術
を
育
む
拠
点
と
し
て
、

育
成
の
輪
を
広
げ
、「
文
化
創
造
都
市
」

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

◇
第
二
次
上
田
市
総
合
計
画
の

　

策
定

　

審
議
会
の
場
で
の
若
者
世
代
や
ま

ち
づ
く
り
団
体
等
の
メ
ン
バ
ー
と
の

意
見
交
換
な
ど
、
新
た
な
市
民
参
加

の
手
法
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
２
月

に
中
間
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月
に
は
、「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

を
開
催
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
す
る
中
、
引
き
続
き
、
審
議

会
で
の
ご
審
議
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

新
た
な
10
年
の
展
望
を
し
っ
か
り
見

据
え
た
計
画
と
な
る
よ
う
進
め
ま
す
。

◇
後
期
基
本
計
画
の

　

最
終
年
度
に
向
け
て

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
自
治

　

現
在
策
定
を
進
め
て
い
る「（
仮
称
）

上
田
市
市
民
協
働
指
針
」に
基
づ
き
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
層
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度「
地
域
担
当
職
員
」を
配
置

し
て
検
討
を
進
め
て
き
た
神
科
・
豊

殿
、
川
西
、
丸
子
の
３
地
域
を
モ
デ

ル
地
区
と
し
、
３
月
下
旬
に「
地
域
経

営
会
議
」が
設
立
さ
れ
る
見
通
し
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
、全
地
域
で「
地
域
経
営
会
議
」

の
設
立
を
促
進
す
る
た
め
、
引
き
続

き
地
域
に
お
け
る
機
運
の
醸
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
産
業
・
経
済

　

中
心
市
街
地
に
お
け
る
新
た
な
移

動
手
段「（
仮
称
）ま
ち
な
か
循
環
バ

ス
」は
、
今
年
10
月
の
実
証
運
行
開
始

を
目
標
に
準
備
を
進
め
て
お
り
、
ま

ち
な
か
の
賑に
ぎ

わ
い
を
創
出
し
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
よ
う
、

鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

将
来
に
向
か
っ
て
農
業
・
農
村
を

維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
６

次
産
業
化
に
関
す
る
支
援
を
含
め
、

一
層
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
国
の
認
可
を
受
け
た

「
蚕
都
上
田 

ラ
・
サ
ン
テ
ボ
ナ
ー
ル 

ワ
イ
ン
特
区
」で
は
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド

ウ
の
生
産
者
の
拡
充
と
生
産
量
の
拡

大
に
向
け
、
持
続
可
能
な
生
産
地
と

し
て
の
定
着
に
取
り
組
み
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
化
、
産
業
振
興
に
も
結
び
付

け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
自
然
・
文
化

　

松
く
い
虫
被
害
木
の
有
効
利
用
や

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
の
導
入
に
加

え
、
新
た
に
林
地
残
材
や
果
樹
剪
定

枝
な
ど
を
燃
料
と
す
る
薪ま
き

ス
ト
ー
ブ

の
普
及
も
目
指
し
な
が
ら
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
利
用
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
太
陽
光
発
電
を
中
心
的
な
施
策

と
し
て
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

史
跡
上
田
城
跡
な
ど
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
端
末
を
か
ざ
す
と
、

城
郭
の
か
つ
て
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
、

説
明
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
開
発
や
、
古

地
図
を
使
っ
て
街
歩
き
が
楽
し
め
る

シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
旧
山
本
鼎
記
念
館
を
市
立

博
物
館
の
別
館
と
し
て
利
用
す
る
ほ

か
、
西
櫓や
ぐ
ら

の
内
部
を
見
学
で
き
る
よ

う
に
整
備
し
、
文
化
や
観
光
の
振
興
、

地
域
経
済
の
活
性
化
へ
と
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
生
活
環
境

　

更さ
ら

な
る
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源

化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
資
源
循

環
型
施
設
建
設
候
補
地
に
当
た
る
地

域
の
皆
様
に
は
、「
新
た
な
地
域
振
興

策
」に
つ
い
て
も
お
示
し
し
な
が
ら
、

対
策
連
絡
会
の
皆
様
と
の
意
見
交
換

会
の
早
期
再
開
を
お
願
い
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

生
ご
み
減
量
化
・
再
資
源
化
を
推

進
す
る
た
め
、
新
年
度
に
は
、「
ご
み

減
量
化
機
器
等
購
入
費
補
助
金
」の
補

助
率
及
び
限
度
額
を
大
幅
に
引
き
上

げ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

乾
燥
生
ご
み
な
ど
を
持
参
す
る
と
ポ

イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、
野
菜
等
と
交
換

で
き
る「
や
さ
い
ま
る
事
業
」も
導
入

し
、
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
再
利
用
す

る
取
組
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
27
年
３
月
市
議
会
定
例
会　

市
長
施
政
方
針　
（
要
旨
）

３月市議会定例会で
施政方針演説を行う
母袋市長（２月23日）
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市長施政方針　（要旨）
　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
３
月
か

ら「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」の
運
用
を

開
始
し
ま
す
。
今
後
、
県
外
の
移
住

希
望
者
に
向
け
、
積
極
的
に
情
報
を

発
信
す
る
と
と
も
に
、
関
東
・
中
京
・

関
西
の
３
大
都
市
圏
の
住
民
を
誘
致

し
、
地
域
へ
の
協
力
活
動
に
従
事
し

な
が
ら
定
住
を
図
る「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
」を
導
入
し
、
地
域
力
の
維

持
・
強
化
と
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

●
健
康
・
福
祉

　
「
幸
福
な
生
活
の
第
一
歩
は
心
と
体

の
健
康
で
あ
る
」と
の
認
識
に
立
ち
、

健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
よ
り
多
く
の
市
民
の
健
康
デ
ー

タ
を
把
握
し
施
策
の
展
開
を
図
る「
健

幸
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
」を
導
入
す
る

な
ど
、「
市
民
健
康
幸
せ
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と
題
し
た
健
康
づ
く
り
事

業
を
重
点
的
か
つ
長
期
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
策
定
を
進
め

て
き
た
、「
上
田
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画 

上
田
市
未
来
っ
子
か

が
や
き
プ
ラ
ン
」が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。

　

保
育
料
で
は
、
第
二
子
、
第
三
子

に
対
す
る
上
田
市
独
自
の
新
た
な
軽

減
策
を
実
施
し
、
更
な
る
負
担
軽
減

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。「
子
育
て
す

る
な
ら
上
田
市
で
」と
市
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
の

子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
施
策
で
は
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
た
め
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」を
構
築

す
る
な
ど
、
そ
の
体
制
づ
く
り
が
重

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

今
後
、
国
が
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
参
考
に
、
新
し
い
訪
問
型
サ
ー
ビ

ス
の
構
築
を
目
指
し
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
の
生
活
支
援
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

●
教
育

　
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
」の
一
部
改
正
に
よ

り
、
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
し
て
、

教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し

た
新「
教
育
長
」の
任
命
の
ほ
か
、
教

育
行
政
の
重
点
的
に
講
ず
べ
き
施
策

等
に
つ
い
て
協
議
、
調
整
す
る「
総
合

教
育
会
議
」の
設
置
、
教
育
に
関
す
る

「
大
綱
」の
策
定
な
ど
が
規
定
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
教
育
委
員
会
と
の
更

な
る
連
携
を
図
り
、
法
律
に
基
づ
く

体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
で
は
、
来
年
度
に

は
、
教
科
書
の
内
容
が
音
声
で
な
い

と
理
解
で
き
な
い
、
読
み
書
き
が
困

難
で
あ
る
と
感
じ
る
児
童
・
生
徒
に

対
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を

一
部
の
学
校
で
試
験
的
に
導
入
し
、

個
に
応
じ
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

◇
行
財
政
改
革
の
推
進

　

平
成
28
年
度
を
初
年
度
と
し
、
行

財
政
改
革
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
の
礎
い
し
ず
え

と

な
る「
第
三
次
上
田
市
行
財
政
改
革
大

綱
」と
、
具
体
的
な
行
動
計
画
で
あ
る

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
作
成
を
進
め
て
い
る

「
公
共
施
設
白
書
」の
次
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」の
策
定
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施

設
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組

み
、
よ
り
市
民
満
足
度
の
高
い
行
政

経
営
の
実
現
に
向
け
、
行
財
政
改
革

の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
結
び

　

平
成
27
年
度
は
大
河
ド
ラ
マ
の
放

送
、
合
併
10
周
年
と
い
う
節
目
の
年

を
迎
え
る
中
、「
地
方
創
生
」の
流
れ

を
捉
え
て
的
確
に
対
応
し
、
地
方
の

意
欲
や
工
夫
を
示
し
て
い
く
、
非
常

に
重
要
な
年
に
な
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
上
田
市
総
合
計
画
に
基
づ

く
施
策
展
開
に
邁
進
す
る
覚
悟
で
あ

り
、「
健
幸
都
市
う
え
だ
」の
実
現
に

向
け
、
上
田
市
の
更
な
る
飛
躍
を
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
目
指
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
未
来
へ
の
懸
け
橋
」と
な
る
施
策
展
開
に
邁
進
し
、

更
な
る
飛
躍
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す

３月議会に提案した議案の概要
○条例案（22件）
　・新　　設／ 上田市地域包括支援センターの包括的支援事

業の人員等に関する基準を定める条例　ほか
　・一部改正／上田市積立基金条例、上田市組織条例　ほか
　・廃　　止／ 丸子町公団営農用地開発事業負担金等徴収条

例

○平成26年度補正予算案（11件）
　・一般会計、特別会計６件、企業会計４件

○平成27年度当初予算案（15件）
　・一般会計、特別会計９件、企業会計５件

○事件決議案（３件）
　・ 上田地域広域連合ふるさと基金に係る権利の一部を放棄

することについて　ほか

○施政方針はインターネットでも
　ご覧いただけます
　動画・全文をご覧いただけます。

動画は
こちらから

上田市ホームページ
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平
成
27
年
度
当
初
予
算
が
、市
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
額
は
、
７
１
５
億
９
４
８
６
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
６
・
０
％
、

40
億
７
０
４
７
万
円
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
が
骨
格
編
成

で
あ
っ
た
こ
と
や
、
小
・
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
事
業
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
、
ま
た
、
社
会

保
障
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
子
育
て
支
援
関
連
経
費
、
国
民
健
康
保
険
事
業
へ
の
繰
出
金
の
増
な

ど
が
、
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
税
は
、
地
方
税
の
増

収
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
個
人
市
民
税
は

一
定
の
増
と
し
ま
し
た

が
、
固
定
資
産
税
の
評
価
替
や
法
人
市
民

税
の
減
額
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
市

税
全
体
で
は
平
成
26
年
度
と
比
較
し
て

０
・
５
％
増
の
２
０
３
億
円
余
の
予
算
計

上
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
消
費
税
交
付
金
は
約
５
億

円
増
の
26
億
円
余
を
計
上
し
た
ほ
か
、
地

方
交
付
税
は
、
１
４
４
億
円
の
計
上
と
し

た
こ
と
、
市
債
は
前
年
度
と
比
較
し
て

26
・
4
％
、
20
億
円
余
増
の
99
億
円
余
と

し
た
こ
と
な
ど
が
主
な
特
徴
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う
た

め
合
併
特
例
債
、
辺
地
対
策
事
業
債
な
ど

交
付
税
措
置
の
手
厚
い
市
債
を
最
大
限
活

用
す
る
と
と
も
に
、
国
・
県
の
補
助
制
度

や
市
の
貯
金
で
あ
る
基
金
の
活
用
に
よ
り

市
債
発
行
額
の
抑
制
に
も
努
め
て
い
ま

す
。 歳入 平

成
27
年
度
当
初
予
算

　市では、市の借金にあたる市債と市の貯金ともいえる基金を事業実施のために有効に活用し、公共施設の
整備をする場合などの財政負担を複数の年度に分けることにより計画的な財政運営を行っています。

市債と基金現在高

の
増

れ
て
い

と
か
ら
、
個

歳入

当
方
税
の 度
当
度
年
度
年
度
年年年年
27
年
2
成
7
成
2
成
平
成

市税
203億2,443万円（28.4%）

地方交付税
144億円（20.1%）

市債
99億3,060万円（13.9%）

国庫支出金
69億6,087万円（9.7%）

県支出金
35億9,038万円（5.0%）

その他
54億8,582万円（7.7%）

その他
8億1,000万円（1.1%）

（施設の使用料や各種証明
書発行手数料など）

（地方譲与税や株式等譲渡
所得割交付金など）

諸収入　74億1,276万円（10.4%）

【市税の内訳】
固定資産税 91億1,300万円
個人市民税 69億1,442万円
法人市民税 18億 600万円
都市計画税 10億7,400万円
市たばこ税 10億円
軽自動車税 3億7,500万円
入湯税 4,200万円

地方消費税交付金
26億8,000万円（3.7%） 歳 入

715億
9,486万円

依存財源（53.6％）

自主財源（46.4％）

一
般
会
計
予
算
額
は
、
６
％
増
の
７
１
６
億
円

○市債　【現在高】　1,431億円（見込）
◎市債の年度末現在高見込額

区　　　分 平成27年度末 平成26年度末 増　減
一 般 会 計 745億2,764万円 713億1,194万円 32億1,570万円
特 別 会 計 5億6,112万円 7億 93万円 △ 1億3,981万円
企 業 会 計 680億2,331万円 718億5,438万円 △ 38億3,107万円

合　　計 1,431億1,207万円 1,438億6,725万円 △ 7億5,518万円

区　　　分 平成27年度末 平成26年度末 増　減
財政調整基金 34億 969万円 39億 969万円 △ 5億円
減債基金 35億9,931万円 39億3,931万円 △ 3億4,000万円

その他の特定目的基金 96億4,311万円 106億2,456万円 △ 9億8,145万円
定額運用基金 22億5,127万円 22億5,127万円 0円
合　　計 189億 338万円 207億2,483万円 △ 18億2,145万円

○基金　　【現在高】　189億円（見込）
◎基金の年度末現在高見込額

歳入

88



　

第
一
次
総
合
計
画
の
集

大
成
を
図
り
、
次
な
る
第

二
次
総
合
計
画
の
策
定
も

見
据
え
、
10
の
重
点
分
野

に
優
先
的
な
財
源
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
と
と

も
に
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
延
伸
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」へ
の
対
応
や
サ
ン

ト
ミ
ュ
ー
ゼ
の
活
用
な
ど
を
市
政
発
展
の

好
機
と
捉
え
、
新
た
な
施
策
に
も
果
敢
に

取
り
組
み
ま
す
。

〈
重
点
分
野
と
主
な
事
業
〉

○
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
事
業

○
地
域
経
済
の
活
性
化

　

６
次
産
業
化
推
進
事
業

○
文
化（
の
薫
る
）創
造
都
市
づ
く
り

　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
の
運
営

○ 

地
域
医
療
の
更
な
る
充
実
、

　

健
康
・
福
祉
の
増
進

　

健
幸
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
導
入

○
循
環
型
社
会
の
形
成

　

ご
み
減
量
、
再
資
源
化
対
策
事
業

○ 

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

　

教
育
環
境
等
の
整
備

　

小
中
学
校
耐
震
補
強
事
業

○
自
然
環
境
の
保
全

　

森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業

○
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　

 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
お
け

る
利
用
者
支
援
事
業

○
参
加
と
協
働
に
よ
る
住
民
自
治
の
推
進

　

わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業

○
交
流
・
定
住
の
推
進

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

歳出

　  財政課　TEL23・5113

○収益的支出：人件費、施設の維持管理費など経営活動に必要な経費
○資本的支出：施設の整備・投資、借入金の償還金などの費用

（注）表示単位未満を四捨五入しているため、合計額は一致しない場合があります。

　企業会計とは、料金や使用料などの収入によって運営され
る会計です。全体では、昨年とほぼ同額となっています。

◎平成27年度企業会計予算一覧

　全体では、9.4％、約32億円増えました。これは、制度改
正により国民健康保険事業特別会計の共同事業拠出金が前年
度より増えたことなどが主な理由です。
◎平成27年度特別会計予算一覧

企業会計（173億円） 特別会計（375億円）

会　　計　　名 平成27年度 増減率（％）

真田有線放送
電話事業

収益的支出 4,957万円 △ 3.9
資本的支出 972万円 5.2

産婦人科病院事業
収益的支出 6億1,780万円 △ 0.1
資本的支出 3,983万円 0.3

水道事業
収益的支出 26億8,099万円 △ 15.6
資本的支出 18億7,025万円 49.5

公共下水道事業
収益的支出 59億8,655万円 △ 5.3
資本的支出 37億3,524万円 8.8

農業集落排水事業
収益的支出 15億4,540万円 △ 4.0
資本的支出 8億 142万円 8.1

企 業 会 計 合 計 173億3,677万円 0.5

会　　計　　名 平成27年度 増減率（％）
土地取得事業 14億円 250.0
同和地区住宅新築資金等
貸付事業 3,108万円 △ 5.3

国民健康保険事業 189億 161万円 14.6
後期高齢者医療事業 17億4,079万円 △ 4.7
介護保険事業 149億5,524万円 △ 0.6
社会福祉授産事業 6,278万円 △ 0.5
駐車場事業 1億8,803万円 1.3
市街地再開発事業 3,587万円 △ 5.2
武石診療所事業 1億3,495万円 △ 2.3

特 別 会 計 合 計 374億5,034万円 9.4

歳出
715億
9,486万円

 人件費　
102億6,698万円（14.4％）

 扶助費
102億6,274万円
（14.3％）

公債費
75億9,068万円
（10.6％）

普通建設事業費
104億7,867万円（14.7％）

補助費等
111億6,548万円（15.6％）

物件費
94億6,435万円
（13.2％）

貸付金
66億6,780万円
（9.3％）

繰出金
50億3,265万円（7.0％）

維持補修費
3億7,955万円（0.5％）

積立金 1億8,598万円（0.3％）

予備費
1億円（0.1％）

義務的経費
（39.3％）

投資的経費
（14.7％）

その他の経費
（46.0％）

歳出
715億
9,486万円

民生費
207億1,787万円
（28.9%）

土木費
108億6,219万円
（15.2%）

教育費
105億4,529万円
（14.7%）

総務費
72億4,782万円
（10.1%）

商工費
53億1,725万円（7.4%）

公債費
75億9,068万円
（10.6%）

衛生費
40億7,959万円（5.7%）

その他
（議会費・労働費・予備費）
7億9,713万円（1.1%）

消防費
17億6,075万円
（2.5%）

農林水産業費
26億7,629万円（3.7%）

歳出
（目的別）

歳出
（性質別）
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～農業・林業の振興のために～

農林水産業費
27億円
（9.9％増）

○農業集落排水事業補助金……………… 9億5,100万円
○土地改良事業…………………………… 5億6,758万円
　（農道整備、水路改修、農業用ため池の耐震性調査など）
○松くい虫防除対策事業………………… 1億1,846万円
　（伐倒駆除、地上薬剤散布、樹幹薬剤注入など）
○有害鳥獣防除対策事業……………………… 4,166万円
　（鳥獣侵入防止柵資材購入、狩猟者確保のための補助
など）

○中山間地域農業直接支払交付金…………… 2,963万円
○青年就農給付金……………………………… 2,250万円
○ワイン特区を生かす取組……………………… 290万円
　（ワイン用ぶどう苗木補助等）

～ごみ処理や健康づくりなどのために～

衛　生　費
41億円
（3.9％増）

○ごみ収集処理委託事業………………… 6億1,286万円
○予防接種事業…………………………… 3億9,264万円
　（インフルエンザ、小児用肺炎球菌など）
○周産期医療緊急対策事業……………… 1億8,741万円
　（医師確保のための医学生の修学資金貸付、産婦人科
病院の医師報酬の補助など）

○妊婦一般健診事業……………………… 1億4,810万円
○水道事業負担金……………………………… 9,994万円
○内科・小児科初期救急センター管理運営事業
 　　　　　　　　…………………………… 5,278万円
○新エネルギー活用施設設置費補助金……… 4,500万円
○資源物回収促進交付金……………………… 2,362万円
　（資源物回収協力自治会等への還元金）
○健康幸せづくりプロジェクト事業
 　　　　　　　　　………………………… 1,435万円
○海野町公衆トイレ整備事業………………… 1,050万円
○ごみ減量化機器等購入費補助金……………… 769万円

207億円
（2.0％増）

～福祉や子育て事業のために～

民　生　費
○障害者自立支援給付事業……………… 28億3,742万円
　（施設支援給付費、居宅介護等支援給付費、自立支援
医療給付費など）
○民間保育所運営・助成事業…………… 12億8,525万円
○生活保護費……………………………… 12億2,000万円
○福祉医療費給付事業…………………… 9億 55万円
　児童、母子・父子家庭、重度の心身障がい者等へ医療
費の自己負担額を給付します。
○放課後児童クラブ運営・施設整備事業（市内26館）
  …………………………………………… 2億5,573万円
○介護予防・生活支援事業……………… 1億9,538万円
　高齢者が住み慣れた地域で生活を継続できるよう、各
種生活支援サービスを行います。
○児童館運営・施設整備事業（市内11館）
  ………………………………………………… 8,589万円
○地域子育て支援拠点事業（市内13箇所）
  ………………………………………………… 4,095万円
○生活困窮者自立支援事業…………………… 2,930万円
　生活保護に至る前段階の自立支援策の強化を図るため
に自立相談事業などを実施します。

72億円
（12.5％増）

～企画、財政など市の全般的な事務のために～
総　務　費

○交流文化芸術センター建設・施設管理運営事業
 　　　　　　　　……………………… 4億8,161万円
○NHK大河ドラマ「真田丸」プロモーション推進事業
 　　　　　　　　……………………… 3億4,321万円

○わがまち魅力アップ応援事業…………………… 1億円
○各種選挙運営事業…………………………… 6,402万円
　（県議会議員一般選挙、市農業委員会委員一般選挙な
ど）
○災害ハザードマップ作成事業……………… 1,750万円
　最新のハザードマップを作成し、全戸配布します。
○地域おこし協力隊事業……………………… 1,666万円
　都市住民の地域での定住・定着を図りながら、地域の
活性化に貢献してもらいます。

一
般
会
計
の
主
な
使
い
み
ち

市
の
予
算
は
、
道
路
の
建
設
の
た
め
に
使
う
場
合
は「
土
木
費
」、
教
育
の
た
め
に
使
う
場
合
は

「
教
育
費
」、
と
い
う
よ
う
に
目
的
別
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
区
分
ご
と
に
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。（
カ
ッ
コ
内
の
％
表
記
は
前
年
度
と
の
比
較
）

～雇用の促進と労働者福祉のために～

労　働　費
2.9億円
（12.8％減）

○地域人づくり事業…………………………… 4,875万円
　求職者を正規雇用につなげるための人材育成及び雇用
促進を図ります。

○職業訓練事業補助金…………………………… 382万円

～市議会の運営のために～

議　会　費
4.1億円
（6.0％増）

○議員人件費……………………………… 3億1,141万円

ワイン用ブドウ収穫体験

2016年大河ドラマ「真田丸」は信州上田が舞台2202020161616年大年大年大年年年大年大年 河ド河ド河ドド河ドドドドラマラマラマラマラマラマラマラマラマラマラマ河河河河ド河ド河ドド河ドドドド河河河2202020222222 6666年大年大年大年大年大年大年大年 マママ「真「真「真「真「真「真「「 田丸田丸田丸丸田丸丸丸丸丸田丸田丸」」」」」」」」」」」「「「 田田田田田「真「真「真「真「真「真「「 田「真「真「真「真「真「真「「「真「真「真真「真「真「真「真真「真田丸田丸田丸丸田丸丸丸田丸田丸田丸田丸田丸丸田丸丸丸田丸田丸丸田丸田丸田丸田丸田丸田丸田丸田丸田丸田丸田丸真「真「真「真「「真真「真真真「「真真真真「真 」」」」」」田丸田丸田丸田田丸田丸田丸田丸田丸田丸田丸田丸田丸田丸田丸田丸田丸田丸田丸丸」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」はははははははははははははは 州信州信州信州信州上田上上上田上田上田上田上田州信州信州信州上上上上上上上上信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信 がががが舞台舞台舞台舞台台台台台台台舞台舞台舞台舞台舞台台舞台舞台台台台台台台台台台2016年大河ドラマ「真田丸」は信州上田が舞台
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～道路や河川などの整備のために～

土　木　費
109億円
（18.1％増）

○公共下水道事業補助金……………………… 25億5,436万円
○市道新設改良事業…………………………… 11億2,655万円
　丸子小牧線バイパスをはじめ、茂沢音楽村線、武石和田線
などの路線の整備を行います。
○道路維持事業（除雪関連経費等）…………… 6億3,866万円
○交通運輸対策事業…………………………… 5億 177万円
　（別所線対策、廃止路線代替バス運行費補助、まちなか循
環バス運行委託など）
○都市公園整備事業…………………………… 3億4,040万円
　上田城跡公園の駐車場整備やバリアフリー化事業などを行
います。
○街路整備事業………………………………… 2億8,392万円
　（櫓下泉平線、県街路整備事業負担金など）
○河川用悪水路改修事業（河川・水路の改修）
 　　　　　　　　…………………………… 1億8,130万円
○市営住宅改修事業（給湯器設置など）……… 1億3,114万円

～商工観光業の振興のために～

商　工　費
53億円
（3.3％増）

○中小企業金融対策事業……………………… 41億5,600万円
　経営支援資金の利子補給の期間、経営革新支援資金の貸付
期間をそれぞれ拡大します。
○真田氏発祥の郷誘客事業………………………… 8,706万円
　（真田地域の駐車場・トイレ整備など）
○市民まつり事業…………………………………… 7,800万円
　（上田城千本桜まつり、上田わっしょい、丸子ドドンコ、
真田まつり、武石夏祭りなどの負担金）
○商工業振興助成事業補助金……………………… 3,275万円
○観光会館改修工事………………………………… 2,700万円
○真田氏関連特別企画事業…………………………… 504万円
　（池波正太郎真田太平記館）

～子どもたちの教育などのために～

教　育　費
105億円
（17.6％増）

○第三中学校改築事業………………………… 16億9,634万円
　（南校舎耐震補強・大規模改造工事、北校舎改築・屋内運
動場建設工事など）

○第四中学校改築事業………………………… 13億8,214万円
○本原小学校改築事業………………………… 9億1,150万円
○小中学校管理運営事業……………………… 8億2,094万円
○川西小学校改築事業………………………… 6億3,886万円
○小中学校耐震補強事業……………………… 5億2,500万円
　（建築基準法施行令の改正に伴う耐震化工事）
○体育施設管理事業…………………………… 4億7,937万円
○公民館管理運営・各種講座事業等………… 2億8,950万円
○給食センター管理運営事業………………… 2億 951万円
○図書館管理運営事業………………………… 1億8,114万円
○児童生徒就学援助事業……………………… 1億1,661万円
　経済的理由により就学が困難な児童生徒に対し、学用品費、
給食費などの支援を行います。

○市立美術館管理運営事業………………………… 9,170万円

～消防・救急のために～

消　防　費
18億円
（7.5％減）

○消防団詰所整備事業……………………………… 7,809万円
　（丸子第１分団、丸子第２分団など）
○消防団車両等整備更新事業……………………… 5,958万円
○消防団運営交付金………………………………… 4,114万円
○耐震性貯水槽整備事業…………………………… 2,800万円
○消防団安全装備品購入事業………………………… 500万円

～借りたお金の返済のために～

公　債　費
76億円
（9.4％減）

○市債の元利償還金…………………………… 75億9,068万円

コワーキングスペースでの若手起業家の皆さんの仕事の様子

混みあう上田城跡駐車場

美術館こどもアトリエ

消防出初式
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④ウォーキング等による身近な地域
　での健康づくり支援の実施

　地域での仲間づくりも目的に、ウォーキ

ング事業をこれまで以上に増やします

⑤科学的根拠に基づいた健康づくり

　介護予防・転倒予防を目的に中高年から

の筋力アップ、維持の運動を普及します

⑥健幸クラウドシステムの導入
　より多くの市民の健診データを活用し、

効果的な啓発事業を実施、健康政策の効果

を把握・評価する体制を整備します

【健康幸せづくりプロジェクト ６つの重点施策】
①子どもの健康づくり支援の体制の
　充実

②若い世代からの健康づくり支援の
　推進

③楽しみながら続ける健康づくり支援

　子どもたちの健康状態について、学校な

どと連携して健康づくり事業を推進します

　若年層を対象とした、早期の生活習慣病

対策を実施します

　健康づくりチャレンジポイント制度を導

入し、皆さんの健康づくりを支援します

　これからは地域でともに支えあいながら健康に生活できることが、社会を支えるための大きな力となっていきます。一人ひ
とりが心も体も健康で幸せな毎日を過ごせる、「健幸都市」を一緒につくっていきましょう！

　市では、10年後の将来像として一人ひとりがライフスタイルに合った幸福を感じ、いきいきと健康に暮らせるまち、健（康）
幸（福）都市の実現をめざしていきます。
　今後、超高齢社会を迎えようとしているなか、市民の皆さんがこの地域で活

い

き活
い

きと暮すためには、「心と体が健康である
ことがすべての活力の源であり、幸福の第一歩につながる」と考えます。こうしたことから、新年度、「健康幸せづくりプロジェ
クト」と銘打った健康づくりの新たな視点からの健康づくり事業を実施します。

◎ 健康づくりに関心が薄い市民の意識の向上を図り、糖尿病等生活習慣病の発症を抑えることを主目的とした事業展開を
図ります。

◎地域コミュニティの形成の視点を取り入れ、ウォーキングなどより多くの市民が参加できる健康づくり事業を推進します。
◎多くの市民の健診データ等を分析・活用した効果的・効率的な事業の展開を図ります。

【目指す方向性】

⬇

～「健康幸せづくりプロジェクト」を実施します～

10年後の超高齢社会を見据えた健康づくり事業に着手します

●市民の健康課題〈糖尿病、血糖値の高い人が増えています〉
・ 市国民健康保険（国保）や全国健康保険協会（協会けんぽ）の健診受診者の結
果では、特に糖尿病の指標のひとつであるHbA1c※１値が高い人の割合が
国や県と比べてとても多い状態です。

・ 糖尿病等の生活習慣病の該当者、予備群が増加傾向にあり、生活習慣病の
医療費も増加しています。

※１　 過去１・２か月の平均的な血糖の状態を表しています。糖尿病の指標として重要です。

●健康寿命を延ばしましょう
　一人ひとりが元気で健康に毎日を送るためには、心身ともに自立して暮らすことのできる期間、『健康寿命』を延ばすことが
大切です。

〈不適切な生活習慣〉
・不適切な食生活
・運動不足
・睡眠不足
・飲酒・喫煙など

〈健康寿命の延伸を妨げる要因〉
・生活習慣病の発症、重症化
　 （心筋梗塞、脳梗塞、人工透析、認
知症など）
・ロコモティブシンドローム※２

　（運動器症候群）など

日常生活の中で 「歩く」 ことを取り入れ健康に！
・生活習慣病が予防できる
・自力で行動するための運動能力の維持ができる

　　など

⬇ ⬇

※２　骨・関節・筋肉などの「運動器の障害」により「要介護になる」リスクの高い状態。

平成25年度　上田市国保の特定健康診査
受診者の有所見者状況（HbA1c）

健
けん

幸
こう

都市（スマートウエルネスシティ）をめざして

KDB国保データシステムより

（％）
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　インターバル速歩は普通のウォーキングよりも短時間で持久力や筋力アップの効果が得られ、さ
らに体脂肪率や血圧、血中脂質などの値の改善も期待できます。市民の皆さん、ぜひ取り組んでみ
ましょう！

　市では、信州大学医学部・熟年体育大学リサーチセンターと提携し、「インターバル速歩」の実践講座を開
催しています。ぜひお誘い合わせてご参加ください！

はじめませんか？『インターバル速歩』で体力向上！筋力アップ！

●３分ゆっくり歩き・３分早歩きのセットを５回！これを 週４回！
・ ゆっくり歩きを３分、ややきつい早歩きを３分、これをつづけて交互に繰り返します。
・ ややきついと感じる早歩きとは、「普段よりやや歩幅
が広め」、「５～10分歩くと少し汗ばむ」歩き方が目安
です。

・ 毎日できない人は、週あたりの速歩の合計時間が60
分以上になるように回数と時間を調整しましょう。

・歩く前にはストレッチを行いましょう。
・膝などに痛みがある場合は無理をしないようにしましょう。

 

●実際にインターバル速歩を実践した方の変化は？〈平成26年度講座参加者：約６か月継続した50代女性の場合〉

中性脂肪の値も
減少しました！体重の変化：

－５.４㎏

腹囲の変化：
－５.７cm！

体脂肪率の変化：
－３％

平成26年度に実施した３か月間の講座では、全員の参加者の体脂肪率が減少しました！

　４・５月に歩き方の講習を２回実施し、５月に体力測定（実施前）を行います。約６か月インターバル速
歩を実践し、10月に体力測定（実施後）、11月に結果報告会を行います。
日　時 　歩き方講習（１回目）／４月30日㈭13：30～15：00
　　　　　歩き方講習（２回目）／５月11日㈪13：30～15：00
　　　　　体力測定（実施前）／５月25日㈪9：30～11：30、13：30～15：30 のいずれか
　　　　　※その後の日程等、詳細は別途通知します。
対　象 　20歳～おおむね70歳までの市民
定　員 　25名（応募多数時は抽選）
受講料 　3,000円（熟大メイト※３貸出料）　※３　インターバル速歩を行う際に使用する機器
　　　　　（４月１日～平成28年３月31日に迎える年齢が65歳～70歳の方は2,700円）
申し込み 　４月17日㈮までに、電話で下記へ。
　  健康推進課　TEL28・7123

平成27年度インターバル速歩講座

（㎖/㎗）
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介
護
保
険
制
度
の
改
正
・
第
６
期
介
護
保
険
料
の
改
定

　市ではこの度、平成27年度から29年度までの第６期上田市高齢者福祉総合計画を策定しました。こ
の計画期間内には、国により介護保険制度が大幅に改正されることになっており、上田市でも計画に
沿い65歳以上の方の介護保険料を改定しました。

○介護保険制度の改正について
・介護サービス費用負担に関する改正（８月～）

項　　目 改　　　正　　　の　　　内　　　容

介護保険サービス
利用時の自己負担
割合の改正

65歳以上で一定所得以上のある方は、介護保険サービスを利用する時の自己負担割合が２割と
なります。
※ 一定所得以上の方とは、本人の合計所得金額が160万円以上の方です。ただし年金収入とその
他の合計所得金額が単身で280万円未満、65歳以上の方が２人以上いる世帯で、年金収入とそ
の他の合計所得金額の合計が346万円未満の方は１割です。
※サービス受給者には、「介護保険負担割合証」を８月までにお送りします。

高額介護サービス
費の上限引き上げ

医療保険における現役並所得者相当の方の１か月の介護サービス利用自己負担額の上限が37,200
円から44,400円になります。
※現役並相当の方とは、同一世帯内に65歳以上で課税所得145万円以上の方がいる方です。

特定入所者
介護サービス費
（食費・居住費）
負担軽減要件等
の改正

特定入所者介護サービス費（施設利用の際の食費・居住費）対象者で、次に該当する方は、非該当
となります。
・預貯金等が単身で1,000万円（夫婦では2,000万円）を超える方
※平成28年８月からは、非課税年金（遺族年金等）を収入として算定要件とします。

・介護サービス利用に関する改正（４月～）
介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）
新規入所者を原則、要
介護３以上とする改正

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）に新規に入所できる方を原則要介護３以上の方に
限定します。
ただし、現在入所中の方は今までどおり継続入所できます。また、特別な事情のある場合
には、要介護３未満でも入所できる場合があります。

介護予防サービスの
訪問介護及び通所介護
が新しい総合支援事業
に移行（平成29年４月～）

介護予防サービスのうち訪問介護と通所介護が、新しい総合支援事業の介護予防・生活支
援サービス事業に移行し、既存の介護サービスに加え介護保険サービス事業者以外の事業
者からでも、生活をサポートする多様なサービスを受けられるようになります。
なお、平成27・28年度は、今までどおり介護保険サービスとして利用できます。

○65歳以上の方の介護保険料（平成27～29年度）
　介護保険法の改正により、介護費用に係る65歳以上の方の負担割合が21％から22％に引き上げられたことや、高齢
者人口の増加に伴う介護費用の増加などの要因から、平成27～29年度の３年間の介護保険料額を下表のとおり改定し
ました。
　今回の改定では、基準段階を第５段階とし、基準月額5,010円を570円引き上げ、5,580円としました。また、昨年度
までは14段階あったものを、昨年度の第１・２段階をあわせ第１段階としたことから13段階となっています。
段階 対　　　　　　　　　　象 料率 年額（円）

１
本人が生活保護等を受けている方、又は世帯全員が市町村民税非課税で、本人が老齢福祉
年金を受給している方、又は世帯全員が市町村民税非課税で、本人の前年の合計所得金額
と課税年金収入の合計額が80万円以下の方

0.50 33,500

２
世帯全員が市町村民税非課税 本人の前年の合計所

得金額と課税年金収
入の合計額

80万円を超え120万以下の方 0.65 43,500
３ 120万円を超える方 0.75 50,200
４ 本人が市町村民税非課税で、世帯の

中に市町村民税課税者がいる方
80万円以下の方 0.85 56,900

５ 80万円を超える方 1.00 67,000
６

本人が市町村民税課税されている方 前年の合計所得金額

80万円以下の方 1.20 80,400
７ 80万円を超え120万円未満の方 1.30 87,000
８ 120万円以上150万円未満の方 1.40 93,700
９ 150万円以上190万円未満の方 1.50 100,400
10 190万円以上240万円未満の方 1.60 107,100
11 240万円以上290万円未満の方 1.70 113,800
12 290万円以上400万円未満の方 1.80 120,500
13 400万円以上の方 2.00 133,900
※年金から介護保険料を納めていただく方に通知書を送付します。
　４・６・８月の年金から納めていただく介護保険料の金額（前々年度の所得等を基準にした仮徴収）を４月８日以降に
お知らせします。
　なお、年金から納めていただく方の10月以降の金額（前年度の所得等を基準にした本徴収）と、口座振替又は納付書
で納めていただく方の金額は、７月に介護保険料の年額が決定した後にお知らせします。

　  高齢者介護課　TEL23・6246

1414



「
ご
み
減
量
化
機
器
購
入
費
補
助
制
度
」を
拡
充
し
ま
し
た

　市では、資源循環型社会の構築をめざし、「家庭から出る可燃ごみ」、とりわけ可燃ごみの半分以上
を占めている「生ごみ」のさらなる減量・再資源化を進めるため、平成27年度から「ごみ減量化機器購入
費補助制度」を拡充しました。
　それぞれのライフスタイルに応じて、同補助制度を積極的に活用してください。

①ごみ減量化機器
【改定内容】

種　　　類 【平成26年度まで】 【平成27年度から】

生ごみ堆肥化容器
（コンポスト、密閉容器など）

補助率 購入費の１／２ 購入費の４／５

補助限度額 １台につき3,000円 １台につき5,000円

生ごみ処理機
（乾燥式、バイオ式など）

補助率 購入費の１／２ 購入費の４／５

補助限度額 １台につき30,000円 １台につき50,000円
対　象 　市民（市税を完納している方）
申請方法 　 申請用紙（下記申請場所、市ホームページにあり）に必要事項を記入の上、直接申請場所へ。申請内容を確

認し、後日、指定口座に補助金を振り込みます。
申請場所 　廃棄物対策課（上田クリーンセンター内）
　　　　　生活環境課（市役所本庁舎２階）
　　　　　各地域自治センター（丸子・真田・武石は市民サービス課）
持ち物 　① 領収書原本（購入者名、商品名、購入金額、購入日、販売店が明記されているもので、レシートやコピー

は不可）
　　　　　　※ カード支払等で購入した場合は「カード利用明細の写し」、「通帳の写し（日付、支払金額等が記載され

ている部分）」など口座から引き落とされたことが証明できる書類。引き落とし日前の申請は不可。
　　　　　②印鑑
　　　　　③通帳など振込先金融機関の口座番号がわかるもの（申請者名義のものに限る）
注意事項 　 販売店によるポイント還元は値引きに該当するため、ポイント等による支払いをした場合、ポイント分は

補助対象外となります。

②ごみ減量化基材「ぱっくん」
【改定内容】

種　　　類 【平成26年度まで】 【平成27年度から】

ごみ減量化基材
「ぱっくん」

補助率 購入費の１／２
無料配布

補助限度額 １袋20ℓにつき200円

申込場所 エコ・ハウス

エコ・ハウス
丸子・真田・武石
地域自治センター
市民サービス課

対　象 　市民
申込方法 　 申込書（下記申込場所にあり）に必要事項を記入の上、直接

申込場所へ。その場で「ぱっくん」をお渡しします。
申込・配布場所　エコ・ハウス（上田クリーンセンター内）
　　　　　丸子・真田・武石地域自治センター（市民サービス課）
注意事項 　① 申込は一回につき２個までです（できるだけ３か月間は使

用してください）。
　　　　　②転売・譲渡はできません。
　　　　　③ 目的外の利用はできません（目的：生ごみを自ら堆肥化し、

ごみの減量化を図るため）。
　　　　　④正しい使用方法を守ってください。
　　　　　⑤調査等にご協力をお願いします。
※お願い　初めて利用する方は、使い方を説明しますので、エコ・ハウスに申し込みください。

　  廃棄物対策課　　TEL22・0666　　  資源循環型施設建設関連事業課　TEL71・8082
　　  市民サービス課　TEL42・1054　　  市民サービス課　TEL72・0154　　  市民サービス課　TEL85・2827
　　エコ・ハウス　TEL23・5144（受付時間／月～金曜日10:00～16:00）
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○……変更なし
◎……新設
▲……移管・編入
■……統合
◆……名称変更

～効率的でわかりやすい市役所に～

平成27年度組織改正
　市役所の行政組織が４月１日から変わりました。市民の皆さんの健康で幸せな暮らしをめざす「健

けん

幸
こう

都市」をともに創
つく

り上げ
るとともに、今求められている行政需要に的確に対応できる組織とするため、部や課を再編しました。
　部等の名称が変更になり市民の皆さんにはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

部の改正
「政策企画部」：所掌事務の広範化に伴い、「局」から「部」へ再編します。
「福祉部」：障がい者の増加と高齢化社会への対応を図るため再編します。
「健康こども未来部」：「健康」及び「こども」に関する施策を効率的に推進するために再編します。

改　　　正　　　前 改　　　正　　　後
政策企画局 政策企画部

政策企画課
シティプロモーション推進室

○政策企画課　○シティプロモーション推進室
◎合併10周年記念事業推進室（南庁舎３階）
▲交通政策課（南庁舎３階）
▲交流文化芸術センター　▲市立美術館

健康福祉部 福祉部
福祉課　点字図書館　高齢者介護課　国保年金課
健康推進課　内科・小児科初期救急センター
市立産婦人科病院

○福祉課　◎障がい者支援課（南庁舎１階）
○点字図書館　○高齢者介護課
○国保年金課

こども未来部 健康こども未来部

保育課
子育て・子育ち支援課
発達相談センター

▲健康推進課　
▲内科・小児科初期救急センター
○保育課　○子育て・子育ち支援課
○発達相談センター　▲市立産婦人科病院

課の改正
「秘書課」：市長の方針や指示を迅速に伝達・共有するため、市長直轄組織とします。
「総務課」：効率的な事務を行うため「人材開発課」と「行政管理課」を統合します。
「消費生活センター」：消費生活に関する問い合わせ等に公正な立場で処理する体制を整えます。
「市民サービス課」：市民サービスの一体的な提供に向けた体制整備を図ります。
「産業建設課（武石）」、「丸子・武石上下水道課」：業務状況や関連事業を踏まえた効率的な事務体制とします。

改　　　正　　　前 改　　　正　　　後

総務部 秘書課 （市長直轄組織） ▲秘書課
人材開発課・行政管理課 総務部 ■総務課

生活環境部（生活環境課内） 生活環境部（生活環境課内） ◎上田市消費生活センター
丸子・真田・武石
地域自治センター 市民生活課・健康福祉課 丸子・真田・武石

地域自治センター ■市民サービス課

武石地域自治センター 産業観光課・建設課 武石地域自治センター ■産業建設課

上下水道局 丸子上下水道課
武石上下水道課 上下水道局 ■丸子・武石上下水道課

主な係の改正
「公共施設マネジメント係」：老朽化が進む公共施設の見直しを進めます。
「地域包括ケア推進係」：住み慣れた地域で、人生の最後まで暮らせる環境づくりを目指します。
「農産物マーケティング係」：農産物の生産・流通・販売まで、所得を増やす取組を支援します。

改　　　正　　　前 改　　　正　　　後
行政改革推進室 行政改革推進室 ◎公共施設マネジメント係
高齢者介護課 高齢者介護課 ◎地域包括ケア推進係
農政課 地産地消推進係 農政課 ◆農産物マーケティング係
廃棄物対策課 廃棄物係 廃棄物対策課 ◆廃棄物指導係
健康推進課 ひと・まち・げんき担当 健康推進課 ◆健幸政策担当
丸子・真田・武石健康福祉課 健康推進係 ◎地域健康支援担当
地域交通政策課 国道バイパス係 土木課 ▲国道バイパス係
土木課 応急工事係 ◆維持係
産業建設課 土木係 産業建設課 ◆建設管理係

　  総務課　TEL23・5332
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TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹武石地域自治センター

TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹丸子地域自治センター
TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹真田地域自治センター

TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹上田市役所

住宅リフォーム補助制度をご利用ください

補助金相当額の商品券を交付しますお知ら
せ

お知ら
せ

　市では、国の地域住民生活等支援交付金を活用し、地域経済の活性化と住環境の向上を図るため、地元業者
による住宅リフォーム工事を行う市民の皆さんに対して、市内の登録店舗で使える商品券を交付します。
申請できる方 　対象住宅の所有者で、市内に住民登録があり市税等の滞納がない方
対象となる住宅　 市内にある個人住宅
 （本人、または家族が居住する住宅、店舗併用住宅等の住宅部分、マンションの自己専有部分）
対象となる工事　①住宅の増築、修繕、模様替え、補修、設備改善工事など
 ②対象工事費が20万円以上であること。
 ③10月末工事完了を目途とし、工事代金の支払いができること。
 ④市内に本社のある住宅関連業者（個人事業者も含む）が施工する工事
 ⑤市の他の補助金、または他の公的機関の補助金の対象とならない工事
対象工事例 　増築工事、外壁・内装等の張替え・塗装工事、サッシ取替え工事、システムキッチン・床暖房設

置工事、LED照明・ユニットバス・トイレ・給湯器等設置工事など
補　助　額 　・対象工事費の20％相当額（限度額／10万円）

　　　　　　　　（例１）対象工事費40万円／40万円×0.2＝８万円、補助額８万円
　　　　　　　　（例２）対象工事費60万円／60万円×0.2＝12万円、補助額10万円
　　　　　　　・補助は同一住宅及び同一住宅所有者１回限り
　　　　　　　・平成22～24年度実施の住宅リフォーム補助金受給者は対象外
商品券交付までの流れ　 申し込み→補助金交付決定→工事着工→工事完了・実績報告→補助金確定→交付請求→商品券

交付（商品券の交付時期、使用期限は後日お知らせします）
申し込み 　 ５月７日㈭以降、下記、または丸子・真田建設課・武石産業建設課窓口で配布する申込書（市ホー

ムページにも掲載）に必要事項を記入の上、必要書類を添付し、各窓口へ提出（予算がなくなり
次第終了）。施工業者が代理で申請を行う場合は、委任状が必要です。詳しくは、問い合わせ
ください。

　  建築指導課　TEL23・5430

大坂の陣400年記念・真田氏関連特別企画事業

真田フォーラム in うえだ催し催し

　真田幸村が活躍した大坂の陣から400年を記念するとともに、来年のNHK大河
ドラマ「真田丸」に向け、真田フォーラムを開催します。講演や講談、トークショー
を楽しみながら真田氏について知る良い機会です。
日　時 　４月19日㈰13：00～15：40　　 場　所 　サントミューゼ[大ホール]
内　容 　講演／北

きた

川
がわ

央
ひろし

氏（大阪城天守閣館長）、講談／旭
きょく

堂
どう

南
なん

陵
りょう

氏（講談師）
 トークショー／北川央氏、旭堂南陵氏、
 　　　　　　　桜

おう

花
か

昇
の

ぼる氏（元OSK日本歌劇団トップスター）
定　員 　1,000名程度　　 入場料 　無料（要事前申込）
申し込み 　直接、整理券配布場所にお越しください。
整理券配布場所　池波正太郎真田太平記館、観光課、上田駅観光案内所、商工課、サン

トミューゼ、市立美術館、上田情報ライブラリー、各公民館
　池波正太郎真田太平記館　TEL28・7100

1717
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ア･ラ･カルトア･ラ･カルト情報情報
お
知
ら
せ

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
愛
称
が

「
ゆ
き
ち
ゃ
ん
」に
決
定

　

コ
ノ
ウ
ト
リ
の
愛
称
を
平
成
26
年
12
月

中
旬
か
ら
１
月
30
日
ま
で
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
１
３
９
件
の
応
募
が
あ
り
、
２
月
の

選
考
委
員
会
で「
ゆ
き
ち
ゃ
ん
」に
決
定
し

ま
し
た
。
３
月
７
日
㈯
に
約
２
５
０
名
が

参
加
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
愛
称
発
表
式
で
発

表
し
ま
し
た
。
ご
応
募
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

 

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の

対
象
者
が
広
が
り
ま
す

　

４
月
か
ら
対
象
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

● 

対
象　

①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
理
髪

店
・
美
容
院
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
。

①
高
齢
者
／
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、

要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方（
家
族
が
同
居
し
て
い
て
も
利
用
可

能
）。
②
障
が
い
者
／
重
度
障
が
い
児
・

者（
療
育
手
帳
Ａ
１
、
身
体
障
害
者
手

帳
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
１
級
、
２
級

の
方
な
ど
）

● 

利
用
回
数　

平
成
27
年
度
中
に
最
大
６

回（
５
月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
）

　

※
回
数
は
申
請
月
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

● 

自
己
負
担　

出
張
料
金
以
外
の
理
容
・

美
容
に
か
か
る
料
金

● 

申
し
込
み　

印
鑑
を
持
参
し
、
左
記
、

ま
た
は
丸
子
・
真
田
・
武
石
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
へ
。

　

高
齢
者
／

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
３
１

　
　

障
が
い
者
／

障
が
い
者
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
５
８

妊
婦
歯
科
検
診
を

新
た
に
実
施
し
ま
す

　

妊
娠
中
は
む
し
歯
や
歯
周
病
に
な
り
や

す
く
、
特
に
重
度
の
歯
周
病
に
な
る
と
低

体
重
児
出
産
や
早
産
の
危
険
が
高
ま
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
妊
婦
さ
ん
の
口
内
ケ

ア
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
む
し

歯
予
防
の
た
め
、
妊
娠
中
に
検
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

● 

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
妊
婦

（
安
定
期
の
５
〜
７
か
月
に
受
診
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
）

●
受
診
料　

６
０
０
円

● 

受
診
方
法　

市
で
配
布
す
る
妊
婦
歯
科

検
診
受
診
券
に
あ
る
指
定
医
療
機
関
へ

予
約
を
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童

日
常
生
活
用
具
の
給
付
事
業

　

４
月
か
ら
日
常
生
活
用
具
の
購
入
費
用

の
一
部
を
公
費
で
負
担
す
る
給
付
事
業
が

始
ま
り
ま
す
。

● 

対
象　

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給

者
証
の
認
定
を
受
け
て
い
る
児
童

● 

給
付
対
象　

便
器
、
特
殊
マ
ッ
ト
、
特

殊
便
器
、
特
殊
寝
台
、
歩
行
支
援
用
具
、

入
浴
補
助
用
具
、
特
殊
尿
器
、
体
位
変

換
器
、
車
い
す
、
頭
部
保
護
帽
、
電
気

式
た
ん
吸
引
器
、
ク
ー
ル
ベ
ス
ト
、
紫

外
線
カ
ッ
ト
ク
リ
ー
ム
、
ネ
ブ
ラ
イ

ザ
ー
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

● 

申
請
方
法　

ま
ず
左
記
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
障
が
い

者
支
援
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

　
　

障
が
い
者
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
５
８

就
学
援
助
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

　

経
済
的
な
理
由
で
小
中
学
校
へ
の
就
学

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護

者
に
対
し
て
、
学
校
教
育
活
動
に
必
要
な

費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。
学
校
か
ら

配
布
す
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

学
校
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
認
定

に
あ
た
り
申
請
世
帯
の
所
得
な
ど
の
調
査

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

学
校
教
育
課　

TEL
23
・
５
１
０
１

断
酒
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

（
無
料
・
申
込
不
要
）

　

ア
ル
コ
ー
ル
で
お
悩
み
の
方
は
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
／
場
所　

上
田
断
酒
会
：
毎
週
木

曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
／
勤
労
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
丸
子
断
酒
会
：
毎
月

第
１
・
３
月
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
／

丸
子
公
民
館

● 

対
象　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
方
と
そ

の
家
族

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

　
　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
42
・
１
１
１
７

国
民
健
康
保
険（
国
保
）の

届
出
を
忘
れ
ず
に

　

就
職
、
退
職
な
ど
に
よ
る
国
民
健
康
保

険（
国
保
）の
加
入
や
脱
退
は
届
出
が
必
要

で
す
。

● 

持
ち
物　

加
入
時
／
印
鑑
、
社
会
保
険

資
格
喪
失
証
明
書
、
脱
退
時
／
印
鑑
、

新
し
く
加
入
し
た
健
康
保
険
の
保
険

証（
ま
た
は
社
会
保
険
資
格
取
得
証
明

書
）、
国
民
健
康
保
険
証（
要
返
却
）

● 

手
続
き　

国
保
年
金
課
、
ま
た
は
各
地

域
自
治
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
。

● 

そ
の
他　

国
保
の
脱
退
手
続
き
を
し
な

い
ま
ま
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け

た
場
合
は
、
国
保
で
負
担
し
た
医
療
費

を
後
日
返
納
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

国
保
税
も
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
、
脱
退
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

お
知
ら
せ
／
催
し

な
お
、
国
保
加
入
者
で
修
学
に
よ
り
転

出
す
る
方
は
、
今
ま
で
の
世
帯
で
上
田

市
の
国
保
に
継
続
加
入
と
な
り
ま
す

が
、
転
出
届
出
の
際
、
別
途
届
出
が
必

要
で
す
。
印
鑑
、
在
学
証
明
書
、
ま
た

は
学
生
証
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

国
保
年
金
課　

TEL
23
・
５
１
１
８

市
民
の
森
ゴ
ー
カ
ー
ト
場

４
月
11
日
㈯
オ
ー
プ
ン

● 

日
時　

４
月
11
日
㈯
〜
10
月
12
日
㈪
の

土･

日･

祝
日（
４
月
27
日
㈪
〜
５
月
１

日
㈮
、
７
月
27
日
㈪
〜
８
月
21
日
㈮
は

平
日
も
営
業
）

●
場
所　

市
民
の
森
ゴ
ー
カ
ー
ト
場

● 

料
金　

エ
ン
ジ
ン
カ
ー
／
１
周
券

１
０
０
円
、
11
週
券
１
０
０
０
円

　

バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
／
１
回
１
０
０
円

　

 

市
民
の
森
公
園
管
理
事
務
所（
わ
し

ば
山
荘
）　

TEL
23
・
０
３
６
３

　
　

ゴ
ー
カ
ー
ト
場（
営
業
期
間
中
の
み
）

　
　

TEL
27
・
９
３
９
６

催　

し

パ
パ
の
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
＆

マ
マ
の
骨
盤
ヨ
ガ
参
加
者
募
集

● 

日
時　

４
月
26
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

●
場
所　

塩
田
公
民
館

● 

対
象　

首
が
す
わ
っ
て
か
ら
１
歳
６
か

月
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
父
母

●
定
員　

先
着
20
組

●
参
加
費　

１
家
族
１
０
０
０
円

● 

持
ち
物　

抱
っ
こ
ひ
も
、
飲
み
物
、
着

替
え
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
か
バ
ス
タ
オ
ル

● 

申
し
込
み　

４
月
６
日
㈪
以
降
、
メ
ー

ル（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
か
ら
）、　

Ｆ
Ａ

Ｘ
、
ま
た
は
電
話
で
左
記
へ
。

● 

そ
の
他　

き
ょ
う
だ
い
の
託
児
は
あ
り

ま
せ
ん

　

う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
71
・
５
３
９
２

　
　

FAX
71
・
５
３
０
２

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

寺
島
志
織

チ
ェ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル

● 
日
時　

４
月
29
日（
水
・
祝
）

　

午
後
２
時
〜（
開
場
１
時
30
分
）

●
場
所　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
小
ホ
ー
ル

● 

出
演　

寺て
ら

島し
ま

志し

織お
り

氏（
チ
ェ
ロ
、
上
田

市
出
身
）、
水み
ず

嵜さ
き

真ま

衣い

氏（
ピ
ア
ノ
）

● 

入
場
料　

一
般
１
０
０
０
円
、
学
生

５
０
０
円

● 

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
、

㈱
ヒ
オ
キ
楽
器
、
琴
光
堂
楽
器
店

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
振
興
会

　
　

TEL
27
・
３
３
８
６（
寺
島
）

　
　
（

文
化
振
興
課
）

た
け
し
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
余
里

　

開
花
時
期
に
合
わ
せ
、
余
里
の
一
里
花

桃
の
里
で
開
催
し
ま
す
。

● 

日
時　

４
月
29
日（
水
・
祝
）午
前
９
時

30
分
集
合（
小
雨
決
行
）

●
場
所　

武
石
体
育
館
駐
車
場
集
合

● 

コ
ー
ス　

武
石
体
育
館
か
ら
上
余
里
ま

で
を
往
復（
約
８
㎞
）。

● 

対
象　

ど
な
た
で
も（
小
学
生
以
下
は

要
保
護
者
同
伴
）

● 

参
加
費　

一
人
５
０
０
円（
小
学
生
以

下
無
料
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
専
用
ポ
ー
ル

は
当
日
無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
）

● 

持
ち
物　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
専
用
ポ
ー
ル

（
お
持
ち
の
方
）、
弁
当
、
飲
み
物
、
敷

物
な
ど

● 

申
し
込
み　

４
月
21
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
、
ま
た
は
左
記
に
あ
る
所
定
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
左
記

事
務
局
へ
。

　

 

武
石
観
光
協
会
事
務
局（

産
業
観

光
課
内
）　

TEL
85
・
２
８
２
８

上
田
城
跡
公
園
プ
ー
ル

お
別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

60
年
間
に
わ
た
り
夏
の
憩
い
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た
上
田
城
跡
公
園
プ
ー

ル
は
、
駐
車
場
整
備
に
伴
い
廃
止
と
な
り

ま
す
。
思
い
出
深
い
プ
ー
ル
に
感
謝
し
、

お
別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

● 

日
時　

４
月
21
日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
プ
ー
ル

● 

内
容　

水
泳
大
会
写
真
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

等
の
パ
ネ
ル
展
示
、
プ
ー
ル
の
思
い
出

話
、
園
児
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

● 

メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集　

４
月
15
日
㈬
ま
で

に
、
プ
ー
ル
の
思
い
出
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

メ
ー
ル
、
ま
た
は
郵
送
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

第
３
回
武
石
花
祭
り
開
催
！

　

わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
４
団

体
が
実
行
委
員
と
な
り
、
今
ま
で
以
上
に

賑に
ぎ

や
か
な
お
祭
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

● 

日
時　

４
月
29
日（
水
・
祝
）午
前
10
時

〜
午
後
５
時
30
分

●
場
所　

武
石
公
園
大
宮
諏
訪
神
社

● 

内
容　

風
鈴
コ
ン
サ
ー
ト
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
講
習
、
ミ
ニ
動
物
園
、
キ
ャ
ラ
メ

ル
作
り
体
験
、
宝
探
し
な
ど

　

 

武
石
風
土
つ
な
ぎ
隊（
ジ
ェ
イ
エ
イ

武
石
店
）　

TEL
85
・
２
２
８
４

　
　
（

地
域
振
興
課
）



20Information A La Carte

情報ア･ラ･カルト
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

春
季
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

開
催

●
期
日　

５
月
10
日
㈰
雨
天
決
行

● 

場
所　

上
田
丸
子
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ゴ

ル
フ
倶
楽
部

● 

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
ア
マ
チ
ュ
ア

●
定
員　

先
着
１
２
０
名

● 

部
門　

一
般
の
部（
59
歳
ま
で
）、
シ
ニ

ア
の
部（
60
歳
〜
69
歳
）、
グ
ラ
ン
ド
シ

ニ
ア（
70
歳
以
上
）・
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
。

※
年
齢
は
今
年
の
満
年
齢

● 

参
加
費　

２
０
０
０
円（
賞
品
、
パ
ー

テ
ィ
ー
代
含
む
。
別
途
プ
レ
ー
代﹇
ビ

ジ
タ
ー
９
８
０
０
円
、
メ
ン
バ
ー

７
０
０
０
円
。食
事
、カ
ー
ト
代
含
む
﹈）

● 

申
し
込
み　

４
月
14
㈫
〜
５
月
２
日
㈯

に
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
。
き
る
だ
け
４
人
１

組
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

 

上
田
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局（
岩
野
）

　
　

TEL
／
FAX
22
・
２
６
４
５

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

講
座
・
教
室

「
上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

（
初
心
者
向
け
）開
催

◇
少
林
寺
拳
法（
金
曜
コ
ー
ス
・
全
10
回
）

● 
日
時　

５
月
29
日
以
降
の
金
曜
日
、
午

後
７
時
〜
８
時
30
分

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

２
０
０
０
円

◇
初
心
者
卓
球（
全
10
回
）

● 

日
時　

５
月
23
日
以
降
の
土
曜
日
、
午

前
９
時
30
分
〜
11
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
や
さ
し
い
筋
力
ア
ッ
プ
貯
筋
運
動

　
（
前
期
・
全
10
回
）　

● 

日
時　

５
月
22
日
以
降
の
金
曜
日
、
午

前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館
剣
道
場

●
定
員　

先
着
60
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
共
通
事
項　

● 

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
男
女

（
学
生
除
く
）

● 

申
し
込
み　

４
月
13
日
㈪
〜
５
月
13
日

㈬
に
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
左
記
、
ま
た
は
上
田
城

跡
公
園
体
育
館
、
自
然
運
動
公
園
体
育

館
、
丸
子
総
合
体
育
館
、
真
田
・
武
石

地
域
教
育
事
務
所
へ
。
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
の
教
室
開
催

①
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

● 

日
時　

４
月
〜
６
月
の
火
曜
日
、
午
前

９
時
30
分
〜
11
時（
雨
天
中
止
）

● 

場
所　

下
堀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

集
合（
国
分
寺
周
辺
を
歩
き
ま
す
）

②
魅
力
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

● 

日
時　

毎
週
木
曜
日
午
後
２
時
〜
３
時

（
通
年
）

● 

場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

③
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室（
通
年
）

●
日
時　

毎
週
金
曜
日
午
後
２
時
〜
３
時

● 
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

④
ポ
ッ
ポ
体
操
教
室　

● 

日
時　

第
１
・
３
木
曜
日
午
前
10
時
〜

11
時
30
分（
通
年
）

●
場
所　

下
堀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◇
共
通
事
項　

催
し
／
講
座
・
教
室

＜広告欄＞

お 知 ら せ

消防庁長官表彰受章

　上田市消防団副団長の福
ふく

澤
ざわ

賢
けん

治
じ

さん（塩田新町）が、平成
26年度消防庁長官定例表彰に
おいて永年勤続功労章を受章
されました。福澤さんは消防
団員として永年にわたり勤続
し、現在も地域の防災活動に尽
力されています。
　  消防総務課
　　TEL26・0119
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TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

● 

対
象　

①
②
③
ど
な
た
で
も
。
④
１
歳

６
か
月
〜
入
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
● 

受
講
料　

１
回
４
０
０
円（
回
数
券
、

別
途
年
会
費
。
無
料
体
験
１
回
可
）

●
持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴（
①
以
外
）

●
申
し
込
み　

随
時
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
事
務
局

　
　

TEL
26
・
５
３
２
０

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

丸
子
弓
道
教
室
開
催

（
全
20
回
）

　

初
心
者
か
ら
も
う
一
度
始
め
た
い
方
ま

で
大
歓
迎
で
す
。

● 

日
時　

４
月
14
日
㈫
〜
６
月
19
日
㈮
毎

週
火
・
金
曜
日
、
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
30
分

●
開
校
式　

４
月
12
日
㈰
午
後
１
時

●
場
所　

丸
子
弓
道
場（
丸
子
公
園
内
）

●
受
講
料　

一
般
４
０
０
０
円
、
中
学
生

　

３
０
０
０
円

● 

申
し
込
み　

４
月
６
日
㈪
〜
11
日
㈯

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

丸
子
弓
道
会（
滝
澤
）

　
　

TEL
44
・
２
４
３
６

　
　
（

教
育
事
務
所
）

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

教
室
開
催

◇ 

や
る
な
ら
今
！
運
動
能
力
ア
ッ
プ
教
室

（
全
12
回
）

● 

日
時　

５
月
９
日
㈯
〜
８
月
８
日
㈯
毎

週
土
曜
日
、
幼
児
編
／
午
前
９
時
30
分

〜
10
時
30
分
、
小
学
生
編
／
午
前
10
時

45
分
〜
11
時
45
分

●
場
所　

真
田
体
育
館

● 

対
象　

幼
児
編
／
年
中
・
年
長
、
小
学

生
編
／
１
〜
３
年
生

●
定
員　

各
先
着
15
名

●
受
講
料　

６
０
０
０
円

●
持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴
、
飲
み
物

◇
古
布
リ
メ
イ
ク
講
座（
全
11
回
）

● 

日
時　

５
月
11
日
㈪
〜
毎
月
第
１
月
曜

日
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

真
田
中
央
公
民
館

● 

内
容　

古
い
着
物
を
使
っ
て
、
洋
服
づ

く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

●
対
象　

ど
な
た
で
も

● 
定
員　

先
着
20
名（
最
少
催
行
人
数
10

名
）

●
受
講
料　

８
０
０
０
円

●
持
ち
物　

参
加
者
に
別
途
通
知

◇
共
通
事
項　

● 

申
し
込
み　

４
月
10
日
㈮
午
後
２
時
以

降
、
電
話
、
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
事
務
局　

TEL
72
・
２
６
５
７

　
　
（

教
育
事
務
所
）

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
98
回
市
民
公
開
講
座

● 

日
時　

４
月
25
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

● 

場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

● 

演
題　
「
お
し
っ
こ
の
問
題
を
か
か
え

て
い
ま
せ
ん
か
？
」小
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
排
尿
障
害

● 

講
師　

水み
ず

沢さ
わ

弘ひ
ろ

哉や

氏（
泌
尿
器
科
医
長
）

● 

受
講
料　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
。
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

　
　
（

健
康
推
進
課
）

甲
種
乙
種
共
通
課
程

防
火
管
理
講
習
会

　

消
防
法
の
規
定
に
よ
り
、
多
数
の
人
が

出
入
り
、
勤
務
、
ま
た
は
居
住
す
る
建
物

の
管
理
権
原
者（
所
有
者
、
経
営
者
、
借

受
人
な
ど
）は
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業

務
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
資

格
取
得
の
た
め
の
講
習
会
で
す
。

● 

種
別
／
日
時　

甲
種
／
５
月
14
日
㈭
・

15
日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

頃
、
乙
種
／
５
月
14
日
㈭
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分
頃

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
定
員　

約
１
０
０
名

● 

受
講
料　

上
小
防
火
管
理
者
協
議
会

会
員
／
甲
種
２
０
０
０
円
・
乙
種

１
５
０
０
円
、
一
般
／
甲
種
４
０
０
０

円
・
乙
種
３
０
０
０
円

● 
申
し
込
み　

４
月
13
日
㈪
午
前
９
時
以

降
、
左
記
、
ま
た
は
丸
子
・
真
田･

依

田
窪･
東
御
の
各
消
防
署
窓
口
で
。

　

 

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
予
防

課　

TEL
26
・
０
０
２
９

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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上
田
市
手
話
奉
仕
員

養
成
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座

◇
養
成
講
座（
入
門
・
基
礎
課
程
）

　

日
常
会
話
が
で
き
る
程
度
の
手
話
と
関

連
す
る
基
礎
知
識
を
２
年
間
か
け
て
学
び

ま
す（
１
年
目
／
入
門
、２
年
目
／
基
礎
）。

● 

対
象　

２
年
間
受
講
し
、
講
座
終
了
後

に
手
話
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
で
き
る
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

15
歳
以
上
の
方（
原
則
と
し
て
初
め
て

手
話
を
学
ぶ
方
。
中
学
生
不
可
）。

●
定
員　

20
名（
申
込
多
数
時
は
抽
選
）

● 

受
講
料　

４
０
０
０
円（
２
年
分
。
別

途
テ
キ
ス
ト
代
３
２
４
０
円
）

◇
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座

　

単
語
・
表
現
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

● 

対
象　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門
・

基
礎
課
程
）修
了
者（
市
外
で
の
講
座
受

講
者
可
）で
、
１
年
を
通
し
て
出
席
で

き
、
講
座
修
了
後
に
手
話
通
訳
活
動
を

目
指
す
、
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

15
歳
以
上
の
方（
中
学
生
不
可
）

●
定
員　

15
名（
申
込
多
数
時
は
抽
選
）

● 

受
講
料　

５
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

◇
共
通
事
項

● 

期
日　

５
月
30
日
〜
平
成
28
年
２
月
20

日
の
隔
週
土
曜
日

● 

時
間　

入
門
／
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
、
ま
た
は
午
後
１
時
〜
３
時（
全
16

回
）。
基
礎
課
程
の
日
程
は
、
入
門
課

程
終
了
時
に
通
知
。
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
課

程
／
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
、
ま
た
は

午
前
10
時
〜
正
午（
全
18
回
）

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

申
し
込
み　

５
月
１
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ（
受
講
希
望
者
へ
申
込
書

を
送
付
し
ま
す
）。

　

福
祉
課　

TEL
23
・
５
１
５
８

市
民
健
康
体
力
つ
く
り
の
日

● 

日
時　

４
月
２
日
以
降
の
毎
週
木
曜
日

①
午
前
10
時
〜
11
時
45
分
、
②
午
後
２

時
〜
３
時
45
分（
30
分
前
か
ら
受
付
）

● 

場
所　

①
上
田
城
跡
公
園
体
育
館
・
第

二
体
育
館
、
②
自
然
運
動
公
園
総
合
体

育
館

● 

種
目　

①
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、太
極
拳
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ピ
ン
ポ
ン
、
腰
痛
体

操
、
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
②
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
、
ピ
ン
ポ
ン
、
健
康
体
操

●
対
象　

ど
な
た
で
も

● 

参
加
費　

１
回
２
０
０
円（
保
険
代
含

む
。
別
途
年
会
費
１
０
０
０
円
）

●
持
ち
物　

運
動
着
、
運
動
靴

● 

申
し
込
み　

直
接
希
望
の
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
見
学
も
可
能
で
す
。

　

上
田
市
体
育
協
会

　
　

TEL
27
・
９
４
０
０

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

募　

集

医
師
確
保
修
学
資
金
等
の

貸
与
を
受
け
る
方
を
募
集

　

指
定
医
療
機
関
の
医
師
と
し
て
従
事
し

よ
う
と
す
る
方
に
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

●
制
度
の
概
要

●
募
集
人
数　

各
若
干
名

● 
そ
の
他　

一
定
期
間
、
市
が
指
定
す
る

医
療
機
関
で
従
事
す
る
こ
と
に
よ
り
返

還
を
免
除
し
ま
す
。

● 

詳
細　

資
料
請
求
は
、
左
記
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

講
座
・
教
室
／
募
集

＜広告欄＞

区分 対象者 貸与金額 貸与期間 募集期間
修学
資金 医学部の大学生 月額20万円 大学卒業まで

４月３日㈮
～17日（㈮研修

資金

産科、小児科、麻
酔科医を志す大
学院生、研修医

月額30万円
大学院卒業、
または研修
終了まで

研究
資金

県外から転入し、
指定医療機関で
勤務する産科・
小児科・麻酔科
の医師

３年資金／
300万円
２年資金／
200万円

３年資金／
３年間
２年資金／
２年間

随時
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

第
28
回
丸
子
地
域
小
中
学
生

陸
上
大
会
参
加
者
募
集

● 

日
時　

５
月
３
日（
日
・
祝
）午
後
２
時

〜（
受
付
１
時
30
分
）

●
場
所　

丸
子
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

● 

種
目　

小
学
生
／
１
０
０
ｍ
、
１
０
０

　

 

０
ｍ
、
走
幅
跳
、
ボ
ー
ル
投
げ
、

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー（
男
女
混
合
）、
中
学

生
／
１
０
０
ｍ
、
１
５
０
０
ｍ
、
走
幅

跳
、
砲
丸
投
げ
、
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

※ 

参
加
で
き
る
種
目
は
、
リ
レ
ー
を
除

き
１
人
１
種
目

●
対
象　

小
学
３
年
〜
中
学
３
年
生

● 

参
加
費　

１
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ
保
険

料
。
当
日
徴
収
。
加
入
済
の
方
は
不
要
）

● 

申
し
込
み　

４
月
10
日
㈮
〜
23
日
㈭

に
、
丸
子
地
域
は
各
学
校
へ
、
そ
の
他

地
域
は
左
記
へ
。

　

丸
子
総
合
体
育
館

　
　

TEL
43
・
２
２
５
０

日
本
の
棚
田
百
選

稲
倉
棚
田
オ
ー
ナ
ー
募
集

　

約
１
０
０
㎡
の
区
画
で
田
植
え
と
稲
刈

り
を
体
験
い
た
だ
け
ま
す
。

●
募
集
区
画　

先
着
15
区
画
程
度

● 

料
金　

白
米
コ
ー
ス
／
３
万
５
０
０
０

円
、
玄
米
コ
ー
ス
／
３
万
円
、
も
ち
米

コ
ー
ス
／
３
万
５
０
０
０
円

● 

申
し
込
み　

４
月
30
日
㈭
ま
で
に
、
左

記
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の

上
、
左
記
窓
口

へ
。
電
話
で
の

資
料
請
求
可
。

● 
詳
細　

電
話
で

左
記
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
募
集

要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

＜広告欄＞

募
集

　

お 知 ら せ

『障害』の「害」の字をひらがなの「がい」で表記します

　「害」という漢字には、「害悪」、「公害」などの
否定的で負のイメージを抱いたり、印象が悪
いといった意見があることから、市では、市
が作成する公文書などでの「障害」の「害」の字
をひらがな表記に改めます。
　なお、文書によっては漢字の「害」とひらが
なの「がい」が混在し、読みにくい場合があり
ますが、ご理解をお願いします。
【表記の取扱い】
◎「がい」で表記するもの／人の状態を表すもの
（例）「障がいのある人」、「障がい者スポーツ」
◎「害」で表記するもの
　①国の法令及び市の例規・制度、事業の名

称などに法令・例規に規定のある名称や
用語を用いる場合

　（例）身体障害者手帳、特別障害者手当、
　　　上田市重症心身障害児・者施設条例
　②団体の名称等の固有名詞を用いる場合
　（例）上小圏域障害者総合支援センター、
　　　障害者就業・生活支援センター

　③その他
　　人や人の状態を表さないもの／
　　　障害物、交通上の障害
　　医療用語／
　　　健康障害、肝機能障害
【対象文書の例】
　①市民に発送する通知文書
　②市が発行するパンフレット・チラシなど
　③広報うえだ、市役所に掲示する文書・資

料など 
　④市が主催する行事・イベントの名称など
　※これらの表記は、誤りを正すというもの

ではなく、障がいへの理解の深まりを促
す啓発を趣旨としていることから、段階
的に行うこととし、これまでに作成した
文書の変更は行いません。

【実施日】　平成27年４月１日から

　 障がい者支援課　TEL23・5158



情報ア･ラ･カルト

24Information A La Carte

募
集

＜広告欄＞

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集

　

様
々
な
体
験
を
通
し
て
自
ら
の
可
能
性

を
伸
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

● 

対
象　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
／
就
学
前
１

年
か
ら
小
学
校
５
年
生
の
男
子
、
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
／
就
学
前
１
年
か
ら
高
校

生
年
代
の
女
子
。
少
女
を
支
援
す
る
18

歳
以
上
の
女
性
。

●
申
し
込
み　

直
接
各
団
体
へ
。

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
上
田
第
５
団

　
　
（
宮
下
）　

TEL
22
・
２
３
４
１

　
　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
上
田
第
13
団

　
　
（
小
川
）　

TEL
27
・
０
２
８
２

　
　

 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
県
第
５
団

（
内
海
）　

TEL
23
・
５
８
３
２

　
　

 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
県
第
25
団

（
宮
崎
）　

TEL
27
・
１
２
７
２

　
　
（

生
涯
学
習
課
）

信
州
国
際
音
楽
村
少
年
少
女

合
唱
団
新
規
団
員
募
集

　

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
、
第
一
線
で
活

躍
す
る
音
楽
家
か
ら
指
導
を
受
け
ま
す
。

●
日
時　

毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
〜
８
時

●
場
所　

信
州
国
際
音
楽
村

● 

講
師　

彌み

勒ろ
く

忠た
だ

史し

氏（
オ
ペ
ラ
歌
手
）、

玉た
ま

﨑ざ
き

真ま

弓ゆ
み

氏（
声
楽
家
）、
小お

栗ぐ
り

華は
な

絵え

氏

（
伴
奏
）

● 

対
象　

シ
ニ
ア
／
小
学
５
年
生
〜
高
校

生
、
ジ
ュ
ニ
ア
／
小
学
２
〜
４
年
生

●
参
加
費　

月
額
２
０
０
０
円

● 

申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。
見
学
希

望
者
も
要
連
絡

　

信
州
国
際
音
楽
村

　
　

TEL
42
・
３
４
３
６

万
葉
植
物
園
育
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
募
集

　

万
葉
集
に
登
場
す
る
多
く
の
植
物
が
楽

し
め
る「
万
葉
植
物
園
」の
育
成
管
理
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

● 

日
時　

月
２
回（
木
・
土
曜
日
）、
午
前

９
時
30
分
〜
11
時

● 

場
所　

万
葉
植
物
園（
信
濃
国
分
寺
跡

史
跡
公
園
内
）

● 
内
容　

①
万
葉
植
物
園
の
植
栽
・
除
草

な
ど
の
軽
作
業
、
②
万
葉
集
に
ち
な
ん

だ
現
地
学
習（
10
月
下
旬
）、
③
万
葉
集

に
つ
い
て
の
講
座（
12
月
〜
平
成
28
年

３
月
）

● 

申
し
込
み　

４
月
６
日
㈪
〜
11
日
㈯

に
、
電
話
で
信
濃
国
分
寺
資
料
館
へ
。

募 集

平成27年度上田市都市景観賞を募集

　信州上田らしい個性的で魅力的な
景観を形成し、地域に誇りと愛着が
感じられる美しいまちづくりに貢献
する物件や地域活動を表彰します。
自薦・他薦は問いませんので、「地
域の優れた景観づくりに貢献してい
る」ものをふるって応募ください。
●対象　①市内で新築・改築した建築物、工作物、広告物、生垣などで景観上

優れているもの。
　　　　②緑化推進など景観形成の向上を目的とする活動を行っている団体、

グループ、個人。
●応募方法　下記、各地域自治センター等、または市ホームページにある所定

の応募用紙に、必要事項を記入の上、下記へ。
●応募締切　８月28日㈮必着
●選考・表彰　上田市景観審議会で審査・選考し、11月中に「上田市都市景観

賞表彰式」で建築主・設計者・施工者・団体代表などを表彰し
ます。

　　　　　　　受賞対象の推薦者（他薦のみ）には、抽選で記念品を贈呈します。

　 都市計画課　TEL23・5127
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お宝発見！
市内の県指定文化財を紹介するコーナーです。

上田の

＜広告欄＞

「
上
田
城  
西
櫓
・
北
櫓
・
南
櫓
」 （
そ
の
２
）

　

私
た
ち
は
上
田
城
に
残
る
３
棟
の
櫓や
ぐ
ら

を「
西
櫓
・
北
櫓
・

南
櫓
」と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
に
は
ど
の
よ
う

な
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
た
か
、
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
古
文
書
を
調
べ
て
み
る
と
、
西
櫓
を「
西に
し

川か
わ

手て

櫓や
ぐ
ら

」、

南
櫓
を「
東
川
手
櫓
」と
呼
ん
で
い
た
時
期
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
藩
主
が
自
ら
櫓
を
視
察
す
る
こ

と
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
記
録
に
は
、
本
丸
の
東
西
の

虎こ

口ぐ
ち（
出
入
口
）に

あ
っ
た
４
棟
の
櫓

を「
御お

箪た
ん

笥す

櫓や
ぐ
ら

」な

ど
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
は
櫓
の

中
に
書
類
な
ど
を

箪
笥
に
入
れ
て
し

ま
っ
て
あ
っ
た
こ

と
か
ら
呼
ん
だ
名

前
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。
７
棟
の
櫓
に

名
前
が
な
か
っ
た

と
い
う
の
は
、
何

と
も
不
可
思
議
な
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
櫓
門
の
両
側
に
あ
る
北
櫓
と
南
櫓
は
、
明
治
10

年
頃
に
城
外
へ
移
築
さ
れ
、
遊
郭
の
建
物
と
し
て
利
用
さ

れ
ま
し
た
。
昭
和
の
時
代
に
な
り
、
２
棟
の
櫓
は
今
度
は

東
京
に
移
築
さ
れ
て
料
亭
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
が
、
上
田
城
ゆ
か
り
の
櫓
が
ふ
る
さ
と
を
離
れ

て
し
ま
う
こ
と
を
寂
し
く
思
っ
た
大
勢
の
市
民
の
力
で
買

い
戻
さ
れ
、
再
び
城
内
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
遊
郭
に
移

築
さ
れ
た
と
き
に
内
部
が
改
造
さ
れ
た
た
め
、
柱
や
梁は
り

は

残
念
な
が
ら
江
戸
時
代
の
面
影
を
失
っ
て
い
る
も
の
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
２
棟
の
櫓
が
た
ど
っ
た
数
奇
な
運

命
は
、
全
国
的
に
見
て
も
他
に
例
が
な
く
、
貴
重
な
城
郭

建
築
と
言
え
ま
す
。

　

櫓
の
材
木
は
武
石
地
域
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
と
い
う
記

録
が
あ
り
ま
す
。
櫓
の
石
垣
が
太
郎
山
産
の
石
を
用
い
て

い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
元
の
材
料
で

造
ら
れ
た
櫓
が
お
城
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
守
り
継
が
れ
て

き
た
こ
と
は
、
私
た
ち
が
上
田
城
を
身
近
に
感
じ
る
理
由

の
ひ
と
つ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

北櫓と南櫓が城内に移築復元された
　　　　　　　　　　　当時の写真（昭和19年）

　

信
濃
国
分
寺
資
料
館

　
　

TEL
27
・
８
７
０
６

美
ヶ
原
高
原

パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

美
ヶ
原
高
原
や
そ
の
周
辺
地
域
の
自
然

や
特
徴
を
紹
介
し
た
り
、
美
化
清
掃
を
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

● 

活
動
期
間　

５
月
上
旬
〜
11
月
上
旬

● 

対
象　

養
成
講
座
を
受
講
し
、
期
間
中

５
日
以
上
活
動
が
で
き
る
方

● 

養
成
講
座　

日
時
／
５
月
10
日
㈰
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
、
場
所
／
美
ヶ
原
自

然
保
護
セ
ン
タ
ー

● 

申
し
込
み　

５
月
７
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
で
美
ヶ
原
観
光
連
盟
事
務
局
へ
。

　

 

美
ヶ
原
観
光
連
盟
事
務
局（
松
本
市

役
所
観
光
温
泉
課
内
）

　
　

TEL
０
２
６
３
・
34
・
８
３
０
７

　
　
（

産
業
観
光
課
）

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市広報情報課（TEL71･8080）へ。



※参加費（受講料）、申し込みの記載がないものは、参加費無料、申込不要です。

信濃国分寺資料館 TEL27・8706

URL　http：//www.umic.jp/

「奈良時代を学ぶ会」受講者の募集
日　時 　４月25日、５月９日、６月６日、７月４日、

９月５日、10月３日、11月７日、平成28年１
月９日、２月６日、３月12日の土曜日

 13：30～16：00 
内　容 　川

かわ

上
かみ

元
つかさ

氏（元大妻女子大学非常勤講師）による
「続日本記」の解説と、職員による「飛鳥の宮と
寺」の解説

定　員 　先着50名
受講料 　1,000円（10回分）
持ち物 　テキスト／「続日本紀 五-新日本古典文学大系

16-」（岩波書店）、「飛鳥の宮と寺（日本史リブ
レット）」（山川出版社）

 ※あらかじめ書店でお求めの上、持参ください。
申し込み 　４月６日㈪～12日㈰に、電話で。

市民プラザ・ゆう　　　　　   TEL27・2988

� plaza-u@city.ueda.nagano.jp

自由を得る働き方シリーズ　
「手に職をつける」　

　自分の腕で未来を切り開き、世界を舞台に活躍する美容
アーティストからのお話。ヘアセットの実演あり！
日　時 　４月19日㈰10：30～12：00
場　所 　上田情報ライブラリー
講　師 　春

すの

原
はら

寿
とし

江
え

氏（フレイヤ㈲代表取締役）
対　象 　市内在学・在住・在勤
定　員 　先着20名
申し込み 　４月10日㈮以降、電

話、またはメールで。

西部公民館　　　　　　　　　TEL27・7544

子育て講座「親子のびのび広場」
　楽しい工作教室、育児情報の提供など、子どもとお母さ
んが元気になる講座です。
日　時 　毎月２回、木曜日10：30～12：00（受付10：00～）
講　師 　原

はら

昭
しょう

子
こ

氏、澤
さわ

路
じ

春
はる

代
よ

氏（ともに子育てネットワー
カー）

対　象 　未就学児（主に１～３歳）と保護者
受講料 　子ども一人につき100円
持ち物 　上履き、その他必要な物

子育て講座「プレ親子のびのび広場」
　ゲームや簡単な工作を楽しみながら、ママ友づくり、妊
婦さんの情報交換の場としてご活用ください。
日　時 　毎月２回、水曜日10：30～12：00（受付10：00～）
講　師 　原昭子氏、澤路春代氏
対　象 　１歳未満児と保護者、妊婦
受講料 　大人一人につき100円

第三中学校学校支援ボランティア育成講座
花と庭づくり教室IV
　ガーデニングの基礎を学びながら、学校を支援していき
ます。
日　時 　第１回６月16日㈫14：30～16：00頃
場　所 　第三中学校学校校内花壇
内　容 　土づくり、肥料、花壇づくり、草花の病害虫等

の講義、花壇での実践、視察など
講　師 　後

ご

藤
とう

正
まさ

直
なお

氏
 （樹木医・㈲藤本エクステリア代表取締役）
対　象 　どなたでも
申し込み 　随時電話、または直接窓口へ。

中央公民館　　　　　　　　　TEL22・0760

ベビーサイン講座
日　時 　４月21日、５月19日、６月23日、７月21日の

火曜日10：30～11：30 
内　容 　赤ちゃんと手話やジェスチャーでコミュニケー

ションをとります。
対　象 　６か月～1歳６か月児と保護者
定　員 　先着16組
受講料 　400円（初日に徴収）
申し込み 　４月14日㈫午前９時以降、電話で。

マルチメディア情報センター TEL39・1000

URL　http：//www.umic.jp/

Excel初心者講座２日間コース[Excel2013使用]
日　時 　５月11日・18日の月曜日13：30～16：00
対　象 　文字入力のできる方
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
受講料 　2,500円（別途テキスト代1,296円）
申し込み 　４月20日㈪～５月10日㈰に、電話で。
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※場所の記載がないイベントは、文頭の各施設で実施します。施設イベント

サントミューゼ TEL27・2000

URL　http：//www.umic.jp/

「市民提案事業」
◇上田民謡連合会「上田民謡まつり創立50周年記念」　
日　時 　４月４日㈯10：00～15：30
場　所 　大ホール
　事務局（近藤）　TEL22・1674
◇コーラスかわせみ「40年あゆみコンサート」　
日　時 　４月19日㈰13：30～15：30
場　所 　小ホール
　事務局（深町）　TEL090・1557・9957
◇かな絵会・みち絵会「第７回油彩画展」　
日　時 　４月22日㈬～26日㈰9：00～17：00
 （初日13：00～、最終日16：00まで）
場　所 　多目的ルーム
　かな絵会　TEL27・3420

市立美術館　　　　　　　　 TEL27・2300

レオナール・フジタ（藤
ふじ

田
た

嗣
つぐ

治
はる

）展
関連イベント
　フランスでもっとも有名な日本人画家となった藤田嗣治
氏の上田市初の展覧会と関連イベントです。
期　間 　５月10日㈰まで
時　間 　9：00～17：00（入館は16：30まで）
休館日 　４月７日・14日・21日の火曜日
料　金 　一般1,000円、中高生800円、小学生500円、
 未就学児無料（障がい者・団体割引有）
イベント 　ギャラリートーク／毎週土曜日13：30～
 （解説付きで展覧会をご鑑賞いただけます）
 キッズワークシート体験会／毎週日曜日13：30～
 （お子さん向けの観賞体験プログラムです）
 ナイトミュージアム／４月10日㈮17：00～20：00
 （一日限定の夜間開館。ギャラリートーク19：00～）

上田情報ライブラリー　　　 TEL29・0210

朗読とバイオリン・チェロのコラボレーション
　朗読とバイオリン・チェロの演奏をお楽しみください。
日　時 　４月25日㈯14：00～15：30
場　所 　上田駅前ビル・パレオ２階会議室
内　容 　朗読／遠

えん

藤
どう

周
しゅう

平
へい

「山桜」ほか
 朗読と演奏／
 新

にい

美
み

南
なん

吉
きち

「でんでんむしのかなしみ」ほか
 演奏／バッハ「ゴルドベルク変奏曲」
 岡

おか

野
の

貞
てい

一
いち

「朧
おぼろ

月
づき

夜
よ

」ほか
出　演 　いまあじゅの会（朗読）
 デュオ・コモド（弦楽演奏）
対　象 　朗読と音楽を楽しみたい大人の方

「みどり」読書会
～あなたと読みたい「みどり」の本～
　「仲間と一緒にワイワイと」という、よりどりみどりの読
書も面白い！きっと世界が広がります！
日　時 　４月25日㈯14：00～16：00
持ち物 　「みどり」に関係したお好きな本１冊
 （例：絵本・小説・写真集など）・筆記用具

図書館員とそのたまごたちによるおはなし会
　読み聞かせのあとに絵本選びのお手伝いをしますので、
図書館のカードを持ってお出かけください。
日　時 　４月19日㈰11：00～11：30
内　容 　当日のお楽しみ
対　象 　幼児とその保護者

ビジネスコース仕事の基本セミナー
　参加体験型研修です。社員教育としても活用ください。
日　時 　４月24日㈮18：30～20：00
内　容 　職場をまとめる管理スキル
 「管理者の役割と部下のまとめ方」
対　象 　起業を目指す方、転職・就活したい方、自己啓

発したい方、社員を教育したい方
定　員 　先着12名
受講料 　500円（資料代）
申し込み 　４月４日㈯以降、電話で。

真田図書館　　　　　　　　　TEL72・8080

真田図書館おはなし広場
　図書館サポーター「民話の会」の皆さんによる「さなだの
民話」からの読み聞かせをお楽しみください。
日　時 　４月18日㈯10：30～11：00
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

余里の一里花桃
　４月下旬から５月初旬頃、武石余里地区では、赤・白・ピンクの色鮮やかな花桃が見ごろ
を迎えます。一里、約４㎞にわたり、2,000本もの花桃が訪れた人を魅了します。この花桃は、
地元の花咲じいさんクラブの皆さんが植裁や管理を行い丹精こめて育ててきました。同クラブ
の事業は、わがまち魅力アップ応援事業にも採択され、また昨年６月には、上田商工会議所藤

とう

花
か

賞表彰式において、会頭特別賞を受賞しました。

表紙説明

真田三代ヒストリープロジェクト

真
田
三
代
発
祥
の
地
で
あ
る

御
屋
敷
公
園
の
歴
史
を
広
め
た
い

飯い
い

島じ
ま

崇た
か

夫お

さ
ん

〈事業の紹介〉
真田三代ヒストリープロジェク
トは、平成22年にわがまち魅
力アップ応援事業の採択を受
け、お屋敷つつじ祭りの企画・
運営に取り組んでいます。今後
も毎年５月にお屋敷つつじ祭り
を継続して開催する予定です。

　

真
田
三
代
ヒ
ス
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
真
田
商
工
会

本
原
支
部
会
員
な
ど
約
40
名
が
、
御
屋
敷
公
園
に
咲
く
ツ
ツ
ジ

を
多
く
の
方
に
見
て
も
ら
い
、
ま
た
、
か
つ
て
真
田
幸
村
の
祖

父
幸
隆
が
居
を
構
え
て
い
た
真
田
氏
発
祥
の
地
を
、
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
、
お
屋
敷
つ
つ
じ
祭
り
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
26
年
５
月
18
日
に
、
第
８
回
目

と
な
る
お
屋
敷
つ
つ
じ
祭
り
を
開
催
し
、
県
内
外
か
ら
延
べ

４
０
０
０
人
が
訪
れ
て
賑に

ぎ

わ
い
ま
し
た
。
祭
り
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
悪
者
役
と
戦
う「
ち
び
っ
こ
忍
者
隊
」や
、
信
州
真
田
鉄

砲
隊
、信
州
真
田
六
文
銭
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
演
舞
、ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
会
場

を
盛
り
上
げ
た
ほ
か
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
設
置
し
、
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
な
ど
を
振

る
舞
い
ま
し
た
。

　

特
に
ス
テ
ー
ジ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
は
、
信
州
上
田

お
も
て
な
し
武
将

隊
が
幸
隆
を
テ
ー

マ
に
演
舞
す
る
な

ど
、
真
田
三
代

に
関
係
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

真
田
氏
発
祥
地
ら

し
さ
の
演
出
に
こ

だ
わ
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表
の
飯
島
崇
夫

さ
ん（
左
上
写
真
右
か
ら
３
人
目
）は「
駐
車
場
の
確
保
が
難
し

く
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
た
が
、
多
く
の
方
に
喜
ん
で
も

ら
え
て
よ
か
っ
た
」、
広
報
担
当
の
飯
島
美
智
子
さ
ん
は「
参
加

者
や
出
演
者
、
主
催
者
が
全
員
で
楽
し
く
な
る
祭
り
に
し
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
真
田
氏

に
伝
わ
る『
思
い
や
り
の
心
』を
地
域
に
伝
え
て
い
き
た
い
」と

思
い
を
語
り
ま
し
た
。
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　第32期となる卒業生お一人おひとりに学園長である私
から卒業証書をお渡ししましたが、皆さんまだまだ意欲的
で晴れ晴れとした表情をされていました。
　学園生活では、真田の史跡巡りやそば打ち体験など積極
的に活動をされ、卒業する36名のうち７名の方が皆勤で
した。
　老いと経験は賢明さを教えるといいます。今後も学園で
身に付けられた知識を活

い

かして、社会に御貢献いただくよ
う心から期待して
います。

さくら国際高等学校
卒業式

　地元産大豆で味噌を作る「未
み

磊
らい

工房」、高齢者の生きがい
作りを支援している「小さなサロン矢沢」、稲倉棚田の保全
を行う「稲倉棚田保全委員会」などの皆さんと懇談しまし
た。どの団体も住民の絆を大切にしながら活動されており、
地域への愛情を感じました。
　今年度６回行った移動市長室を通し、改めて様々な地域
活動を知ることができました。今後も市民パワーを存分に
発揮していただき、行政も支援をしながら、住みよい上田
市を目指してまい
ります。

２月17日㈫

移動市長室 第６弾
（豊殿地域自治センター）

　第９回目を迎える卒業証書授与式に出席しました。34
名の卒業生には、「さくら」で得た経験や友人との絆を糧に、
社会の荒波を乗り越えてほしいと思います。
　荒

あら

井
い

裕
ゆう

司
じ

学園長の「贈る言葉」や、先生方からの「卒業お
めでとう。あとは自分次第だよ」とのメッセージがあり、
卒業生は感激した表情を浮かべていました。毎年のことな
がら、言葉で言い尽くせぬ大きな感動をいただきました。
皆さんの今後の活躍を心から期待します。

３月５日㈭

　昨年度は川西小学校の６年１組が長野県代表に選ばれ全
国大会へ出場しましたが、今年は４年１組の皆さんが出場
されることになりました。
　全国大会で演奏する「シチリア―ナ」の他、「信濃の国」な
どを披露してもらいましたが、練習を始めたのが去年の４
月とは思えないくらい大変素晴らしいハーモニーに感激し
ました。また、指導される手塚先生の情熱を受けとめ頑張
る児童に頼もしさを感じました。
　大会では堂々と
した演奏ができる
よう願っていま
す。

３月６日㈮

第36回
全日本リコーダーコンテスト
出場報告

行政チャンネルをご覧ください
●上田ケーブルビジョンCATV009　●丸子テレビ放送CA103
　  広報情報課　TEL71・8080

市政の重要課題や、市民生活に密着した情報などを分かりやすくお伝えするための番
組を放送しています。番組はインターネットからもご覧いただけます。これまでに放
送した番組も掲載していますので、ぜひご覧ください。
http：//www.youtube.com/user/cityuedakoho
YouTubeにアクセスし「上田市行政チャンネル」で検索。

カンガルーニュースは
市ホームページでも
ご覧いただけます

３月10日㈫

高齢者学園
卒業式
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まちの話題

３月10日㈫～13日㈮
　上田駅から上田城跡公園への道しるべ
モザイク壁画（案内板）を設置
　市立第二中学校の南側、上田駅と上田城跡公園との中間地点に、観
光客などに向け、「長野県地域発元気づくり支援金」を活用し、上田城
跡公園への道しるべとなるモザイク壁画を設置しました。
　上田城や真田昌幸が描かれたモザイク壁画は、工事現場などから出
る石、レンガ、陶器、瓦などの建設廃材を使用して障がい者等により作
成され、また、壁画を設置する広場一面には、建設廃材等を組み合わ
せたエコ平板や石材が敷き詰められ、訪れる人たちを和ませています。

　３月14日のダイヤ改正に合わせ、金沢まで延伸開業した北陸新幹線の上
田駅への１番列車の到着に合わせ、ウェルカムイベントが開催されました。
　市・JR・市内観光団体関係者や、ゆるキャラなど150名を超える参加者が、
上下線のホームに分かれ、金沢・東京からそれぞれ上田駅に停車する１番
列車に手旗を振って延伸開業を祝福しました。また、お城口では、丸子北
中学校マーチングバンド演奏が盛大に行われ、上田駅に降り立った皆さん
をもてなしていました。

３月14日㈯

３月７日㈯舞台技術講座
演劇のための照明・音響を学ぶ
　サントミューゼ大スタジオで、市内高等学校演劇班に所属
する生徒を対象に、照明や音響などの舞台技術講座を開催
しました。夜の波止場をイメージした舞台つくり、星や月光
などの照明の効果や、波の満ち引きや電車の走る音などを、
左右のスピーカーから出る音量を調整することで表現すると
いった技法を学んでいました。
　舞台スタッフからは、「照明も音響も演劇の一部であり、
技術を後輩に伝えて学校の伝統を作ってほしい」とアドバイ
スがありました。

　菅平高原で、2015菅平高原スノーボールバト
ル＆戦国雪合戦が開催され、市内外から訪れた
約400名の参加者が雪上で熱戦を繰り広げました。
14日の戦国雪合戦では、相手チームの選手に球を
当てたり、相手コートのフラッグを取るといったス
ポーツ雪合戦のルールに加え、試合中のパフォー
マンスなども考慮されて勝敗が決められました。
六文戦士ウェイダーやゆきたんなどのキャラクター
もチームのメンバーとして参加し、雪のイベントを
楽しみました。

３月14日㈯・15日㈰

ゆるキャラたちも雪合戦！
2015菅平高原
スノーボールバトル＆戦国雪合戦

祝！北陸新幹線金沢延伸！
延伸開業イベント（上田駅）

上田

真田

上田

上田
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まちの話題

３月８日㈰

大切な人へ贈る
フラワーポットを
つくろう
手ずくな陶器
　オーブンで焼ける粘土を
使ってフラワーポットを作る
教室が真田中央公民館で行わ
れ、未就学児から大人まで22
名が参加しました。
　講師は真田出身の関

せき

のぞみ
さんと太

おお

田
た

春
はる

奈
な

さん姉妹。春
奈さん（妹）が陶器の製作を指
導し、のぞみさん（姉）がフラ
ワーポットに生けるフラワーア
レンジメントを指導しました。

見事に放水！復活しました
昭和31（1956）年式
四輪ボンネットトラック消防車
お披露目式
　地域の産業遺産として後世に残すため、昨年８月から修
復作業を行ってきました四輪ボンネットトラック消防車が、
このたび作業完了し、お披露目式を開催しました。
　当日は式典のあと、放水や走行、乗車体験があり、小さ
な子どもを連れた２世代、３世代の家族連れや、カメラを
構えた車好きの皆さんが多く訪れ、見事に復活し放水した
消防車に、たくさんの歓声があがりました。

２月16日㈪

３月１日㈰・15日㈰

デトックス＆チャージで
新たな旅客の獲得を！
別所温泉活性化プロジェクト
主催「試食＆勉強会」
　別所温泉活性化プロジェクトでは、「太陽と大地
の聖地温泉」と称して“デトックス＆チャージ”をキー
ワードに女性が心身ともにリフレッシュできる温泉
地を目指し、サービス開発を進めてきました。今
回その一環として、別所温泉センターで、体に優
しい食材や調理法や商品等に関する勉強会を開催
し、大勢の参加者でにぎわいました。

３月５日㈭楽しかった一年間
未就園児の「あそびの教室」
　今年度最後となる「あそびの教室」が武石児童館で開催さ
れました。この教室は、未就園児の親子のふれあいとお子
さんの健やかな成長を促すことを目的に、毎月テ－マに沿っ
た遊びを行っています。この日は、特に好評だった歌かるた
とりなどをして楽しみました。
　子どもたちからは「いっぱい遊べて楽しかった」と、また、
保護者からは「園に上がる前に友だちができて良かった」、
「子どもとも十分ふれあうことができ、この教室で多くの思
い出ができた」と、感想がありました。

丸子

真田

武石

別所
温泉

３月15日㈰
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人口：160,066人　男：78,388人　女：81,678人　世帯数：65,813世帯
　　　   （3,257人）　　　（1,533人）　　　（1,724人）

市の人口（平成27年３月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。

イベント

チケット

芸術家ふれあい事業は２年目へ
　昨年、市内地域へ芸術家と出向いて始まった地域ふれあいコンサートは、９か
所で開催し、1,516名の皆さんにお越しいただきました
　サントミューゼは今年もこの活動を継続していきます。初めての方も、昨年来
場いただいた方も、また会場でお会いしましょう。日程や会場などの詳細は近日
発表します。
【６月からの芸術家】
　・金

かね

子
こ

三
み

勇
ゆ

士
じ

（ピアノ）　・大
おお

森
もり

潤
じゅん

子
こ

（ヴァイオリン）＆中
なか

島
じま

由
ゆ

紀
き

（ピアノ）
　・中

なか

川
がわ

賢
けん

一
いち

（ピアノ）　　・田
た

中
なか

靖
やす

人
と

（サクソフォーン）＆白
しら

石
いし

光
みつ

隆
たか

（ピアノ）

平日お昼のコンサート、始まります
《サントミューゼ　ワンコインマチネ》
　「サントミューゼ　ワンコインマチネ※」はお昼にワンコインでお楽しみいただ
けるコンサートシリーズです。名曲から、演奏家自身がお勧めする希少曲まで、
作品のツボを紐

ひも

解
と

くトークを交えながらお届けします。
※ マチネ（matinee）は演劇・音楽会などの平日の昼公演。語源はフランス語で「朝」
の意。

［第１回］仲
なか

道
みち

郁
いく

代
よ

（ピアノ）
日　時 　６月１日㈪11：30～（開場11：00）
場　所 　小ホール
料　金 　500円（全席指定。未就学児入場不可）※前売券が完売した際の当日券

はありません。
チケット発売　５月１日㈮10：00～（サントミューゼ窓口、インターネット予約）

ロシア・ナショナル管弦楽団　チケット発売中！
　世界屈指のオーケストラが奏でるロシア音楽名曲集！
日　時 　７月８日（水）19：00～（開場18：15）　　 場　所 　大ホール
内　容 　グリンカ／歌劇「ルスランとリュドミラ」序曲
　　　　　チャイコフスキー／ピアノ協

奏曲第一番変ロ短調作品23
〔ピアノ：牛

うし

田
だ

智
とも

大
はる

〕
　　　　　ラフマニノフ／交響曲第二番

ホ短調作品27
料　金 　S席9,500円、A席7,500円、
 B席5,500円
 （全席指定。未就学児入場不可）
　オフィス・マユ　TEL026・226・1001

(c)Akira Muto

(c)Kiyotaka Saito

(c)Ayako Yamamoto 
衣装提供オンワード樫山

金子三勇士氏

イベント・チケット情報

　交流文化芸術センター　TEL27・2000　市立美術館　TEL27・2300
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